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今
年
度
も
Ｊ
Ａ
尾
道
市
広
報
誌

「
え
え
Ｊ
Ａ
ん
！
お
の
み
ち
」を
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
特
集
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

このほか、偶数月にも広
報誌をデジタル配信して
います。２次元コードを
読み取っていただくと
バックナンバーが閲覧で
きますので、ぜひご覧く
ださい。

特集 01

１月号
No.453

新入職員紹介特集

01

2025（令和７）年度に加わった

新しいJA 尾道市の仲間を紹介します。

この度JA尾道市の職員となりました。

早く組合員や地域の方の力になれるようがんばりますので、

よろしくお願いします！

村
む ら

上
か み

 葵
あおい

栗原支店

小
お

田
だ

 翔
しょう

一
い ち

朗
ろ う

因島南支店

三
み

藤
と う

 恭
きょう

子
こ

尾道東支店

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  梨・いちじく

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  なんでもできる、責任をもっ
て仕事をする

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）

Ａ.  できることを１つ１つ増や
して信頼される職員になり
たいです。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  歌うこと・ファッション

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  みかん

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  責任感と自信をもって仕事
をする

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）

Ａ.  周りの人から頼られる職員
になりたいです。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  旅行

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  ぶどう・みかん

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  責任感があり、仕事とプラ
イベートの切り替えが上手

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）

Ａ.  地域の方々から親しまれ、
信頼される職員になりたい
です。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  フェンシング・釣り

成
育
に
と
っ
て
、重
要
な
管
理
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
田
植
え
か
ら
中
干
し
ま
で
の
水
管
理
は
次
の

通
り
で
す
。

◆
田
植
え
後
〜
活
着
ま
で

　
寒
冷
地
で
は
田
植
時
期
の
平
均
気
温
が
低
い

た
め
、
水
の
保
温
効
果
を
生
か
し
た
初
期
管
理

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
寒
冷
地
で
の
一
般
的
な

水
管
理
は
、
低
温
・
強
風
の
場
合
に
は
深
水
と

し
ま
す
。

　
活
着
期
に
低
温
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
日

中
は
３
〜
４
㎝（
株
元
が
隠
れ
る
く
ら
い
）で
止

水
し
水
温
を
上
昇
さ
せ
、
夕
方
に
入
水
し
て
夜

間
は
５
〜
６
㎝（
通
常
の
湛
水
深
）と
す
る
こ
と

で
、
活
着
ま
で
の
水
温
を
高
く
維
持
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
植
え
傷
み
に
よ
っ
て
活
着
が
遅
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
活
着
す
る
ま
で
深
水
管
理
と
し
、

そ
の
後
浅
水
管
理
と
し
ま
す
。

◆
活
着
後

　
活
着
後
、
分
げ
つ
期
に
入
り
ま
す
。
寒
冷
地

で
は
、
有
効
分
げ
つ
数
を
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
、
有
効
分
げ

つ
終
止
期
ま
で
、
浅
水
管
理
な
ど
に
よ
っ
て
水

温
を
高
く
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
生
理
障
害
】

◆
赤
枯
症

　
赤
枯
症
は
病
気
で
は
な
く
、
根
が
ス
ト
レ
ス

を
受
け
て
い
る
こ
と
の
サ
イ
ン
で
す
。
症
状
と

し
て
は
、葉
に
赤
褐
色
の
斑
点
が
多
数
で
き
ま
す
。

　
田
の
ガ
ス
湧
き
等
に
よ
り
、
根
の
養
分
吸
収

が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、落
水
し
て
田
を
干
し
、

土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
停
滞

水
を
除
去
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
土
層
を
酸

化
的
に
さ
せ
、
有
害
物
質
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
土
サ
ン
グ
リ
ー

ン（
追
肥
用
）５
㎏
／
10
ａ
等

を
施
用
す
る
こ
と
で
緩
和
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
硫
黄
欠
乏
症

　
管
内
で
硫
黄
欠
乏
症
に
よ
る
初
期
生
育
停
滞

お
よ
び
葉
の
黄
化
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
症
状
も
赤
枯
症
と
同
様
に
土
壌
還
元
の
発
生

に
よ
り
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
赤
枯
症
と
同
様
に
落
水
し

て
田
を
干
す
等
、
停
滞
水
を
除
去
し
た
り
、
硫

黄
含
有
で
水
に
よ
く
溶
け

る「
畑
の
カ
ル
シ
ウ
ム
」

20
㎏
／
10
ａ
等
を
施
用
す

る
こ
と
で
緩
和
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
病
害
虫
】

　
梅
雨
に
入
る
と
、
い
も
ち
病
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件

と
し
て
は
、
曇
雨
天
日
数
が

多
く
、
風
が
弱
く
ど
ん
よ
り

と
し
た
天
候
ほ
ど
発
生
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ン
カ
や
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
な
ど
の
飛

来
害
虫
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

本
年
度
の
温
州
ミ
カ
ン
は
豊
作
樹
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
隔
年
結
果
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
灰
色
カ
ビ
病
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ

被
害
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

　
サ
ビ
ダ
ニ
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ
は
葉
の
上
で
増
殖

し
、
果
実
へ
移
動
し
て
き
ま
す
。
落
弁
期
に
ア

グ
リ
メ
ッ
ク
又
は
サ
ン
マ
イ
ト
水
和
剤
で
防
除

し
ま
し
ょ
う
。

◆
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

　
近
年
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
被
害
に
よ
る
正
品
率
低

下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
被
害
が
出

▲赤枯症

▲秋ウンカ被害

▲コブノメイガ被害

▲コブノメイガ柑

　橘
▲サビダニ被害果
（果実が茶色・黒く
変色する）

▲ホコリダニ
（果実が灰色になる）

　
早
生
品
種
で
は
、
す
で
に
田
植
え
を
終
え
て

い
る
圃
場
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
水
管
理
に
十
分
注
意
し
、
高
温
等
の
異

常
気
象
に
耐
え
る
た
め
に
も
強
い
稲
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、南
部
地
域
の
中
生
以
降
の
品
種
で
は
、

今
か
ら
が
田
植
え
の
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。
箱

処
理
剤
と
一
発
除
草
剤
の
誤
使
用
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
管
理
】

　
田
植
え
後
の
水
管
理
は
、
苗
の
活
着
や
初
期

水

　稲

▲いもち病 ▲イオウ欠乏症

今月の 栽 培 ポイント 5月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

東 生 口 出 張 所 ☎0845-28-0211

2

新入職員紹介

令和７年度に入組した職員をご紹介しました。

各地区で総代会報告会を開催
　JA尾道市は、８月１日（金）から６日（水）にかけ
て全10会場で総代会報告会（座談会）を開催し、組
合員約470人が参加されました。
　８月１日に世羅支店で開催した座談会では、冒頭、
村上俊二組合長が「当組合を取り巻く環境は依然と
して厳しく、先行きは不透明な状況にありますが、
持続可能な農業を確かなものにするため、自己改革

を粛々と進めるなど、経営の健全性の確保に努め、
今後もJAの使命である地域農業の振興に取り組ん
でまいります」と挨拶しました。
　報告会では、総代会議決事項の報告や各支店・営
農センターの令和６年度事業実績及び令和７年度事
業計画の報告を行ったほか、質疑応答が行われ、多
数のご意見・ご要望をいただきました。

特集 01

因 島 会 場

世 羅 会 場

栗 原 会 場

尾道東会場

2

各地区で総代会報告会を開催

全10会場で組合員約450人が参加されました。質疑応答
では、多数のご意見・ご要望をいただきました。

特集 01
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『国消国産』について知ろう

10・11月は国消国産月間ですので「国消国産」について
特集しました。

　
12
月
12
日（
金
）13
日（
土
）、
東
尾
道
経
済
事
業
本
部
で
農
産
物
品

評
会
・
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
内
の
生
産
者
が
大
切
に
育
て

た
自
信
作
が
22
品
目
３
０
６
点
展
示
さ
れ
、
出
品
し
た
生
産
者
や
地

域
の
方
が
多
数
来
場
し
、
並
ん
だ
色
と
り
ど
り
の
農
産
物
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
11
日（
木
）に
は
尾
道
市
農
林
水
産
課
を
は
じ
め
、
全
農
ひ
ろ
し
ま

な
ど
関
係
機
関
を
審
査
員
に
迎
え
、最
優
秀
賞
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は
展
示
会
終
了
後
、
管
内
の
子
ど
も
食

堂
な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。

特集 02

作　目 受賞者氏名

米 笹山　時枝様

わ け ぎ 沖本　訓宏様

ト マ ト 大谷　由美様

アスパラガス 福田　雄志様

温 州 み か ん 柏原　重子様

い ち じ く 檀上　政樹様

桃 村上　正志様

デ ラ ウ ェ ア 内海　智美様

シャインマスカット 行廣　秀昭様

キヌサヤエンドウ 峯松　公紀様

令和７年度 農産物品評会
最優秀賞受賞者

展示された農産物を見る来場者 出品された農産物は社会福祉協議会へ寄贈しました

米 わけぎ（中央） 温州みかん（中央） キヌサヤエンドウ

農
産
物
品
評
会
・
展
示
会
を
開
催

生
産
者
が
大
切
に
育
て
た
自
信
作
を
出
品

4

　12月13日（土）、ええじゃん尾道で「冬の味覚まるごと！大感謝祭」を開催しました。
　店内では、「ベジミル」を使った野菜摂取度測定、店の前には、縁日ひろばやガラポ
ン抽選会、キッチンカー、スタンプラリーなど多彩なブースが並びました。
　冬の大感謝祭には、約6,000人もの方々にご来場いただき、どのブースも沢山の来
場者で賑わい、会場はおおいに盛り上がっていました。

を開催

特設ブース

オープニングイベント

JAカードブース ベジミルコーナー 女性部ブース

ガラポン大抽選会 射的コーナー

ええじゃん尾道店内

ええじゃん尾道

冬の大感謝祭特集 03

5 JAカードを紛失されたら 直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル　 0120-159674（24時間受付、年中無休）　 0120-159674（24時間受付、年中無休）5

ええじゃん尾道　冬の大感謝祭を開催

冬の大感謝祭には、約6,000人もの方々にご来場いただ
き、どのブースも沢山の来場者で賑わい、会場はおおい
に盛り上がっていました。

　
12
月
12
日（
金
）13
日（
土
）、
東
尾
道
経
済
事
業
本
部
で
農
産
物
品

評
会
・
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
内
の
生
産
者
が
大
切
に
育
て

た
自
信
作
が
22
品
目
３
０
６
点
展
示
さ
れ
、
出
品
し
た
生
産
者
や
地

域
の
方
が
多
数
来
場
し
、
並
ん
だ
色
と
り
ど
り
の
農
産
物
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
11
日（
木
）に
は
尾
道
市
農
林
水
産
課
を
は
じ
め
、
全
農
ひ
ろ
し
ま

な
ど
関
係
機
関
を
審
査
員
に
迎
え
、最
優
秀
賞
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は
展
示
会
終
了
後
、
管
内
の
子
ど
も
食

堂
な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。
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作　目 受賞者氏名

米 笹山　時枝様

わ け ぎ 沖本　訓宏様

ト マ ト 大谷　由美様

アスパラガス 福田　雄志様

温州みかん 柏原　重子様

い ち じ く 檀上　政樹様

桃 村上　正志様

デラウェア 内海　智美様

シャインマスカット 行廣　秀昭様

キヌサヤエンドウ 峯松　公紀様

令和７年度 農産物品評会
最優秀賞受賞者

展示された農産物を見る来場者 出品された農産物は社会福祉協議会へ寄贈しました

米 わけぎ（中央） 温州みかん（中央） キヌサヤエンドウ

農
産
物
品
評
会
・
展
示
会
を
開
催

生
産
者
が
大
切
に
育
て
た
自
信
作
を
出
品

4

　12月13日（土）、ええじゃん尾道で「冬の味覚まるごと！大感謝祭」を開催しました。
　店内では、「ベジミル」を使った野菜摂取度測定、店の前には、縁日ひろばやガラポ
ン抽選会、キッチンカー、スタンプラリーなど多彩なブースが並びました。
　冬の大感謝祭には、約6,000人もの方々にご来場いただき、どのブースも沢山の来
場者で賑わい、会場はおおいに盛り上がっていました。

を開催

特設ブース

オープニングイベント

JAカードブース ベジミルコーナー 女性部ブース

ガラポン大抽選会 射的コーナー

ええじゃん尾道店内

ええじゃん尾道

冬の大感謝祭特集 03

5 ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）
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生産者が大切に育てた自信作を出品
農産物品評会・展示会を開催

管内の生産者が大切に育てた自信作が22品目306点展示
され、出品した生産者や地域の方が多数来場し、並んだ
色とりどりの農産物に見入っていました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

新入職員紹介
特
集

「
え
え
Ｊ
Ａ
ん
！
お
の
み
ち
」

Ｊ
Ａ
尾
道
市
広
報
誌

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

幸せ実る暮らしへ  あなたと農の橋渡し

▼ホームページはこちらからJA尾道市 2 0 2 5

N o. 4 49

5

JA尾道市は持続可能
な開発目標（SDGs）の

達成に向け取り組みま
す。第59回 JA尾道市 通常総代会開催

ＪＡ尾道市、 ジュンテンドー・ＪＡ全農

ひろしまと売買基本契約締結特
集

幸せ実る暮らし
へ  あなたと農

の橋渡し ▼ホームページはこ
ちらから

JA尾道市

2 0 2 5

N o. 4 5 0

7

９月号
No.451

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

各地区で総代会報告会を開催
特
集

幸せ実る暮らしへ  あなたと農の橋渡し

▼ホームページはこちらからJA尾道市 2 0 2 5

N o. 4 51

9

11月号
No.452

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

国消国産について知ろう
特
集

幸せ実る暮らしへ  あなたと農の橋渡し

▼ホームページはこちらからJA尾道市 2 0 2 5

N o. 4 5 2
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特集 02

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
は
６
月
19
日（
木
）、
株
式
会

社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
（
以
下
、
ジ
ュ
ン
テ
ン

ド
ー
）
お
よ
び
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

広
島
県
本
部（
以
下
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
）

と
の
三
者
間
で
、
農
業
資
材
等
の
売
買
取
引

に
関
す
る
基
本
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
契
約
締
結
は
、
農
業
資
材
店
舗
の
集
約
・

再
編
な
ど
を
背
景
に
、
組
合
員
の
利
便
性
を

確
保
す
る
新
た
な
運
営
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
目
的
。
各
組
織
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
知
識
、

経
験
を
活
用
し
た
事
業
を
推
進
し
、
地
域
の

活
性
化
、
地
域
住
民
や
農
家
組
合
員
の
利
便

性
、
満
足
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
事
業
を
展
開
す
る

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
の
店
舗
を
活
用
し
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
が
取
り
扱
う
肥
料
や
農
薬
な
ど
の

営
農
用
資
材
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
販
売

に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
研
修
や

講
習
会
を
通
じ
て
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
向

上
を
図
る
ほ
か
、
対
応
が
難
し
い
場
合
は
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
が
直
接
対
応
す
る
体
制
も
整

備
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
管
内
の
組

合
員
か
ら
「
土
日
も
資
材
を
購
入
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」「
営
業
時
間
を
延
ば
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。昨
年
、Ｊ
Ａ
広
島
市
が
ジ
ュ

ン
テ
ン
ド
ー
と
連
携
し
て
同
様
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
事
例
を
参
考
に
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ

ろ
し
ま
を
通
じ
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
７
月
12
日（
土
）か
ら
世
羅
町
の

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
甲
山
店
、
８
月
23
日（
土
）

か
ら
因
島
中
庄
町
の
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
中
庄

店
で
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

　
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
側
は
「
組
合
員
の
来
店

に
よ
る
新
規
顧
客
の
獲
得
や
、
作
物
栽
培
研

修
会
な
ど
を
通
じ
た
社
員
の
知
識
向
上
に
も

つ
な
が
る
」
と
期
待
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
組
合
員
向
け
に
ジ
ュ
ン
テ

ン
ド
ー
店
舗
で
使
え
る
「
い
き
い
き
ポ
イ
ン

ト
」
の
常
時
２
倍
付
与
な
ど
の
特
典
も
導
入

さ
れ
ま
す
。

　
村
上
俊
二
組
合
長
は
「
本
連
携
は
、
組
合

員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
て
い
た
『
休
日
対

応
』『
営
業
時
間
の
延
長
』『
品
ぞ
ろ
え
の
充

実
』
と
い
っ
た
声
に
応
え
る
新
た
な
資
材
店

舗
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
利
便
性
向
上
と
地
域
農
業
の
活
性
化
に

資
す
る
取
り
組
み
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
尾
道
市
、ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
・
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
売
買
基
本
契
約
締
結

地
域
農
業
の
利
便
性
向
上
へ
新
た
な
連
携
体
制
を
構
築

る
感
受
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
出
穂
前
後
20

日
、気
温
が
高
い
よ
う
な
ら
か
け
流
し
を
行
う
。

・ 

そ
の
後
は
、
間
断
か
ん
が
い
で
適
度
に
酸
素

を
供
給
し
、
根
の
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

落
水
は
出
穂
後
30
日
頃（
出
穂
日
か
ら
の
積
算

温
度
１
，
１
０
０
℃
）を
目
安
と
し
ま
す
が
、

落
水
後
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
走

り
水
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
早
期
落
水
に
よ

る
品
質
低
下
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
】

◆
紋
枯
病

　
高
温
で
発
生
し
や
す
く
、
湿
度
が
高
く
な
る

と
病
気
が
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す（
侵
入
最

適
温
度
30
〜
32
℃
、
湿
度
96
％
）。
特
に
窒
素

過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
紋
枯
病
の
菌
は
土
の
中
で
越
冬
し
ま
す
の

で
、
前
年
に
発
生
し
た
圃
場
で
は
、
本
年
度
も

発
生
す
る
確
率
が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
注
意
が
必
要
な
圃
場
は

・
施
肥
が
多
く
大
株
に
な
っ
た
圃
場

・
一
株
の
植
付
け
本
数
が
多
い
イ
ネ

・
密
植
し
た
圃
場

で
す
。
出
穂
前
の
基
幹
防
除
だ
け
で
は
な
く
定

期
的
に
圃
場
を
見
て
ま
わ
り
、
株
の
中
や
株
元

に
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ら「
バ
リ
ダ
シ
ン
粉
剤
」

等
で
随
時
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
い
も
ち
病

　
夏
季
の
低
温
・
長
雨
・
日
照
不
足
の
環
境
で

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。紋
枯
病
と
同
様
に
、

窒
素
過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
葉
い
も
ち
に
対
す
る
薬
剤
防
除
は
発
生
初
期

ほ
ど
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
穂
い
も
ち
の
発
生
は
、
直
接
収
量
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
、
予
防
散
布
と
し
て
、
出
穂
前
後

の
基
幹
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
カ
メ
ム
シ
類

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
県
内
全
域
に「
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
」に
関
す
る
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
乳
熟
期
の
吸
汁
の
害
が
多
く
斑

点
米
と
し
て
農
産
物
検
査
で
問
題
と
な
る
害
虫

で
す
。
適
正
な
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
稲
穂
の
み
な
ら
ず
穂
軸
や
葉
を
加
害

す
る
カ
メ
ム
シ
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的

な
圃
場
確
認
と
定
期
防
除
・
周
辺
環
境
の
整
備

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
策
と
し
て
は

・
圃
場
周
辺
の
適
期
草
刈
り

・
出
穂
期
〜
乳
熟
期
に
か
け
て
の
防
除

が
基
本
で
す
。
出
穂
期
に
使
用
す
る「
ス
タ
ー

ク
ル
粒
剤
」は
粉
剤
よ
り
長
期
間
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
畦
畔
等
の
草
刈
り
時
期
は
、
水
稲
の
出
穂
開

花
時
期
の
少
な
く
と
も
２
週
間
前
ま
で
に
終
了

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
穂
ば
ら
み
期
以
降

の
草
刈
り
は
、
カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
に
追
い
込

む
こ
と
に
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ウ
ン
カ
類

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
偏
西
風
に
よ
っ
て
日
本

に
飛
来
し
、
坪
枯
れ
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
年
に
よ
っ
て
飛
来
数
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な

る
た
め
早
期
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
が
発
表
す
る
最
新
の
予
測
情
報
を
常
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
飛
来
に
関
す
る
情
報
が
発

表
さ
れ
次
第
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
注
意

喚
起
の
案
内
を
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
病
害
虫
に
対
す
る
農
薬
・
時
期
等
は

「
稲
作
暦
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

発
生
す
る
病
害
虫
は
そ
の
年
の
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
の
で
、
病
害
虫
に
対
す
る
情
報
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▲葉いもち病斑

▲斑点米

【
水
管
理
】

　
つ
き
あ
か
り
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
さ
か
り

の
極
早
生
・
早
生
品
種
に
つ
い
て
は
、
７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
中
生
以
降
の
品

種
に
つ
い
て
は
８
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

出
穂
期
を
迎
え
ま
す
。

　
出
穂
の
前
段
階
に
あ
た
る
幼
穂
形
成
期（
出

穂
24
日
前
）〜
出
穂
後
の
開
花
期
は
、
最
も
水

が
必
要
な
時
期
で
す
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え

た
適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

出
穂
後
５
〜
15
日
は
最
も
高
温
障
害
に
対
す

水

　稲

今月の 栽 培 ポイント 7月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

東 生 口 出 張 所 ☎0845-28-0211

ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）
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JA尾道市、ジュンテンドー・JA全農ひろしま
と売買基本契約締結

株式会社ジュンテンドーおよび全国農業協同組合連合会
広島県本部との三者間で、農業資材等の売買取引に関す
る基本契約を締結しました。地域農業の利便性向上へ新
たな連携体制を構築しました。

　
村
上
俊
二
組
合
長
は「
管
内
の
農
業
情
勢
は
、

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
産
物
へ
の
被
害
の
増
加
、
高
温
障
害
な
ど

生
産
現
場
に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
農
協
経
営
面
に
お
き
ま
し
て
も
、

信
用
・
共
済
事
業
の
収
益
の
減
少
、
営
農
経
済

事
業
の
恒
常
的
な
赤
字
、
職
員
数
の
減
少
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
尾

道
市
は
、
Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
地
域
農
業
の
振

興
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
金
融
庁

か
ら
示
さ
れ
た
早
期
警
戒
制
度
へ
の
対
応
と
し

て
「
持
続
可
能
な
収
益
性
及
び
将
来
に
わ
た
る

健
全
性
の
確
保
」に
向
け
、「
支
店
機
能
の
再
編

整
備
」「
営
農
経
済
事
業
の
見
直
し
」な
ど
着
実

に
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
協
同

組
合
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、

更
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
を
図

り
、
地
域
に
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　
来
賓
に
は
平
谷
祐
宏
尾
道
市
長
、
奥
田
正
和

世
羅
町
長
、
堀
田
敦
彦
尾
道
農
林
事
業
所
長
、

上
野
信
之
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
専
務
理
事
を
迎

え
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
木
ノ
庄
東
地
区
の
坂
田
滋
総
代
を
議

長
に
選
任
し
議
事
に
入
り
、
全
７
議
案
が
審
議

さ
れ
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
59
回 

Ｊ
Ａ
尾
道
市

通
常
総
代
会
開
催

　
６
月
25
日（
水
）、
尾
道
市
し
ま
な
み
交
流
館
で
第
59
回
Ｊ
Ａ
尾
道
市
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代（
代
理
人
・
書
面
議
決
含
む
）４
７
０
名
が
出
席
し
、
全
７
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特集 01

2

奥田世羅町長

議長に選任された木ノ庄東地区の坂田総代

平谷尾道市長

上野JA広島中央会専務

開会の挨拶をする村上組合長

堀田尾道農林事業所長

（令和７年３月末）
○組 合 員 数   28,853名（うち准組合員13,217名）
○出 資 金   29億5,757万円
○自己資本比率   18.93％
○貯 金 残 高   2,485億6,565万円
○貸 出 金 残 高   328億8,831万円
○長期共済保有   4,848億9,754万円
○短期共済新規契約掛金高   10億9,951万円
○購買品供給高   26億1,678万円
○販売品取扱高   36億732万円

わたしたちの J A尾道市
○出席者数 470名（本人出席 234名　代理人・議決権行使書面　236名）

審議事項  
第１号議案　令和６年度　事業報告及び剰余金処分案承認の件
第２号議案　中期経営計画の設定の件
第３号議案　事業計画の設定の件
第４号議案　LPG供給事業の事業譲渡の件
第５号議案　定款の一部改正の件
第６号議案　理事の報酬に関する件
第７号議案　監事の報酬に関する件

全７議案　可決・承認
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村
上
俊
二
組
合
長
は「
管
内
の
農
業
情
勢
は
、

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
産
物
へ
の
被
害
の
増
加
、
高
温
障
害
な
ど

生
産
現
場
に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
農
協
経
営
面
に
お
き
ま
し
て
も
、

信
用
・
共
済
事
業
の
収
益
の
減
少
、
営
農
経
済

事
業
の
恒
常
的
な
赤
字
、
職
員
数
の
減
少
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
尾

道
市
は
、
Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
地
域
農
業
の
振

興
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
金
融
庁

か
ら
示
さ
れ
た
早
期
警
戒
制
度
へ
の
対
応
と
し

て
「
持
続
可
能
な
収
益
性
及
び
将
来
に
わ
た
る

健
全
性
の
確
保
」に
向
け
、「
支
店
機
能
の
再
編

整
備
」「
営
農
経
済
事
業
の
見
直
し
」な
ど
着
実

に
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
協
同

組
合
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、

更
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
を
図

り
、
地
域
に
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　
来
賓
に
は
平
谷
祐
宏
尾
道
市
長
、
奥
田
正
和

世
羅
町
長
、
堀
田
敦
彦
尾
道
農
林
事
業
所
長
、

上
野
信
之
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
専
務
理
事
を
迎

え
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
木
ノ
庄
東
地
区
の
坂
田
滋
総
代
を
議

長
に
選
任
し
議
事
に
入
り
、
全
７
議
案
が
審
議

さ
れ
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
59
回 

Ｊ
Ａ
尾
道
市

通
常
総
代
会
開
催

　
６
月
25
日（
水
）、
尾
道
市
し
ま
な
み
交
流
館
で
第
59
回
Ｊ
Ａ
尾
道
市
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代（
代
理
人
・
書
面
議
決
含
む
）４
７
０
名
が
出
席
し
、
全
７
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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奥田世羅町長

議長に選任された木ノ庄東地区の坂田総代

平谷尾道市長

上野JA広島中央会専務

開会の挨拶をする村上組合長

堀田尾道農林事業所長

（令和７年３月末）
○組 合 員 数   28,853名（うち准組合員13,217名）
○出 資 金   29億5,757万円
○自己資本比率   18.93％
○貯 金 残 高   2,485億6,565万円
○貸 出 金 残 高   328億8,831万円
○長期共済保有   4,848億9,754万円
○短期共済新規契約掛金高   10億9,951万円
○購買品供給高   26億1,678万円
○販売品取扱高   36億732万円

わたしたちの J A尾道市
○出席者数 470名（本人出席 234名　代理人・議決権行使書面　236名）

審議事項  
第１号議案　令和６年度　事業報告及び剰余金処分案承認の件
第２号議案　中期経営計画の設定の件
第３号議案　事業計画の設定の件
第４号議案　LPG供給事業の事業譲渡の件
第５号議案　定款の一部改正の件
第６号議案　理事の報酬に関する件
第７号議案　監事の報酬に関する件

全７議案　可決・承認

3 組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に
ご相談のうえ手続きをお願いいたします。ご相談のうえ手続きをお願いいたします。

3

第59回ＪＡ尾道市　通常総代会開催

総代（代理人・書面議決含む）470名が出席し、全７議案
が可決・承認されました。

　
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界
情
勢
は
各
地
の
紛
争
の
長
期
化
や
米
国
が
保
護
主
義

的
な
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
な
ど
を
要
因
と
し
て
一
層
不
透
明
感
を
増
し
た
年
で
し
た
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
記
録
的
な
猛
暑
や
史
上
最
短
の
梅
雨
明
け
な
ど
の
異
常

気
象
に
加
え
、
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
や
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
な
ど
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
も
深
刻
で
、
食
料
の

安
定
的
な
確
保
や
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
関

わ
る
課
題
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

代表理事組合長

村上 俊二

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

特集 01
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こ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
は
地
域
の
農
業
を
支
え
、
皆
様
か
ら
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
使
命
を
果
た
す
た
め
、
さ
ら
な
る
経
営
改
善
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、
経
営
基
盤
の
強
化

及
び
健
全
性
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
特
殊
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
な
ど
、
金
融
犯

罪
の
手
法
・
手
口
が
巧
妙
化
・
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
際
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
の
重
要
性
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
総
合
事
業
を
展
開
す
る
組
織
と
し
て
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
、
そ

し
て
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
大
切
な
財
産
を
金
融
犯
罪
か
ら
お
守
り
す
る
た
め
、

マ
ネ
ロ
ン・金
融
犯
罪
対
策
を
重
要
な
経
営
課
題
と
位
置
付
け
、対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
経
営
陣
主
導
の
も
と
マ
ネ
ロ
ン
・
金
融
犯
罪
対
策
に
係
る
取
り
組
み
に
一
層

力
を
入
れ
、
皆
様
に
安
心
し
て
当
組
合
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

3 2

　
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
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維
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の
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懸
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れ
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と
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す
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。
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中
、
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Ａ
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れ
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と
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の
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と
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に
よ
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経
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の
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、
経
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基
盤
の
強
化

及
び
健
全
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の
確
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に
取
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ま
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ま
す
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で
、
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理
解
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化
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課
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と
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て
、
マ
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グ
及
び
テ
ロ
資
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与

対
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の
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性
も
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高
ま
っ
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い
ま
す
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当
組
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で
は
、
総
合
事
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を
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開
す
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織
と
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の
信
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性
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確
保
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る
た
め
、
そ

し
て
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
大
切
な
財
産
を
金
融
犯
罪
か
ら
お
守
り
す
る
た
め
、

マ
ネ
ロ
ン・金
融
犯
罪
対
策
を
重
要
な
経
営
課
題
と
位
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付
け
、対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
経
営
陣
主
導
の
も
と
マ
ネ
ロ
ン
・
金
融
犯
罪
対
策
に
係
る
取
り
組
み
に
一
層

力
を
入
れ
、
皆
様
に
安
心
し
て
当
組
合
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
に
と
り
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し
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幸
多
き
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年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

3 組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの支店にご相談のうえ組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの支店にご相談のうえ
手続きをお願いいたします。手続きをお願いいたします。
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新年のごあいさつ

村上俊二組合長が新年の抱負を語りました。

５月号
No.449

７月号
No.450

JA尾道市は持続可能
な開発目標（SDGs）の

達成に向け取り組みま
す。新年のごあいさつ

農産物品評会・展示
会を開催

ええじゃん尾道 冬の
大感謝祭を開催特

集

幸せ実る暮らし
へ  あなたと農

の橋渡し ▼ホームページはこ
ちらから

JA尾道市

2 0 2 6

N o. 4 5 3

1

特集 02

生産者が大切に育てた自信作を出品

因島地区農産物品評会・展示会を開催
　１月22日（木）23日（金）、因島営農センターで因島地区の農産物を集
めた農産物品評会・展示会を開催しました。生産者が大切に育てた自
信作が７品目143点展示され、22日の品評会では、関係機関を審査員
に迎え、最優秀賞などを決定しました。23日の展示会では、出品した
生産者や地域の方が多数来場し、並んだ色とりどりの農産物に見入っ
ていました。
　今回出品された農産物は展示会終了後、管内の子ども食堂などで活
用してもらうため、12月に行われた農産物品評会・展示会に引き続き、
尾道市社会福祉協議会へ寄贈しました。

部　門 氏　　名
紅 八 朔 木村　和由　様
普通八朔 六反　礼子　様
しらぬひ 柏原　孝範　様
レ モ ン 田頭　敬司　様

令和７年度因島地区農産物品評会

最優秀受賞者

紅八朔普通八朔

しらぬひ レモン

2



今
年
度
も
Ｊ
Ａ
尾
道
市
広
報
誌

「
え
え
Ｊ
Ａ
ん
！
お
の
み
ち
」を
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
特
集
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

このほか、偶数月にも広
報誌をデジタル配信して
います。２次元コードを
読み取っていただくと
バックナンバーが閲覧で
きますので、ぜひご覧く
ださい。

特集 01

１月号
No.453

新入職員紹介特集

01

2025（令和７）年度に加わった

新しいJA 尾道市の仲間を紹介します。

この度JA尾道市の職員となりました。

早く組合員や地域の方の力になれるようがんばりますので、

よろしくお願いします！

村
む ら

上
か み

 葵
あおい

栗原支店

小
お

田
だ

 翔
しょう

一
い ち

朗
ろ う

因島南支店

三
み

藤
と う

 恭
きょう

子
こ

尾道東支店

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  梨・いちじく

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  なんでもできる、責任をもっ
て仕事をする

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）

Ａ.  できることを１つ１つ増や
して信頼される職員になり
たいです。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  歌うこと・ファッション

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  みかん

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  責任感と自信をもって仕事
をする

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）

Ａ.  周りの人から頼られる職員
になりたいです。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  旅行

Ｑ. 好きな農産物は？
Ａ.  ぶどう・みかん

Ｑ.  あなたにとって
社会人のイメージは？

Ａ.  責任感があり、仕事とプラ
イベートの切り替えが上手

Ｑ.  入組にあたっての抱負
（こんな職員になりたい）

Ａ.  地域の方々から親しまれ、
信頼される職員になりたい
です。

Ｑ. 趣味や好きなこと
Ａ.  フェンシング・釣り

成
育
に
と
っ
て
、重
要
な
管
理
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
田
植
え
か
ら
中
干
し
ま
で
の
水
管
理
は
次
の

通
り
で
す
。

◆
田
植
え
後
〜
活
着
ま
で

　
寒
冷
地
で
は
田
植
時
期
の
平
均
気
温
が
低
い

た
め
、
水
の
保
温
効
果
を
生
か
し
た
初
期
管
理

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
寒
冷
地
で
の
一
般
的
な

水
管
理
は
、
低
温
・
強
風
の
場
合
に
は
深
水
と

し
ま
す
。

　
活
着
期
に
低
温
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
日

中
は
３
〜
４
㎝（
株
元
が
隠
れ
る
く
ら
い
）で
止

水
し
水
温
を
上
昇
さ
せ
、
夕
方
に
入
水
し
て
夜

間
は
５
〜
６
㎝（
通
常
の
湛
水
深
）と
す
る
こ
と

で
、
活
着
ま
で
の
水
温
を
高
く
維
持
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
植
え
傷
み
に
よ
っ
て
活
着
が
遅
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
活
着
す
る
ま
で
深
水
管
理
と
し
、

そ
の
後
浅
水
管
理
と
し
ま
す
。

◆
活
着
後

　
活
着
後
、
分
げ
つ
期
に
入
り
ま
す
。
寒
冷
地

で
は
、
有
効
分
げ
つ
数
を
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
、
有
効
分
げ

つ
終
止
期
ま
で
、
浅
水
管
理
な
ど
に
よ
っ
て
水

温
を
高
く
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
生
理
障
害
】

◆
赤
枯
症

　
赤
枯
症
は
病
気
で
は
な
く
、
根
が
ス
ト
レ
ス

を
受
け
て
い
る
こ
と
の
サ
イ
ン
で
す
。
症
状
と

し
て
は
、葉
に
赤
褐
色
の
斑
点
が
多
数
で
き
ま
す
。

　
田
の
ガ
ス
湧
き
等
に
よ
り
、
根
の
養
分
吸
収

が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、落
水
し
て
田
を
干
し
、

土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
停
滞

水
を
除
去
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
土
層
を
酸

化
的
に
さ
せ
、
有
害
物
質
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
土
サ
ン
グ
リ
ー

ン（
追
肥
用
）５
㎏
／
10
ａ
等

を
施
用
す
る
こ
と
で
緩
和
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
硫
黄
欠
乏
症

　
管
内
で
硫
黄
欠
乏
症
に
よ
る
初
期
生
育
停
滞

お
よ
び
葉
の
黄
化
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
症
状
も
赤
枯
症
と
同
様
に
土
壌
還
元
の
発
生

に
よ
り
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
赤
枯
症
と
同
様
に
落
水
し

て
田
を
干
す
等
、
停
滞
水
を
除
去
し
た
り
、
硫

黄
含
有
で
水
に
よ
く
溶
け

る「
畑
の
カ
ル
シ
ウ
ム
」

20
㎏
／
10
ａ
等
を
施
用
す

る
こ
と
で
緩
和
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
病
害
虫
】

　
梅
雨
に
入
る
と
、
い
も
ち
病
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件

と
し
て
は
、
曇
雨
天
日
数
が

多
く
、
風
が
弱
く
ど
ん
よ
り

と
し
た
天
候
ほ
ど
発
生
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ン
カ
や
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
な
ど
の
飛

来
害
虫
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

本
年
度
の
温
州
ミ
カ
ン
は
豊
作
樹
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
隔
年
結
果
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
灰
色
カ
ビ
病
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ

被
害
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

　
サ
ビ
ダ
ニ
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ
は
葉
の
上
で
増
殖

し
、
果
実
へ
移
動
し
て
き
ま
す
。
落
弁
期
に
ア

グ
リ
メ
ッ
ク
又
は
サ
ン
マ
イ
ト
水
和
剤
で
防
除

し
ま
し
ょ
う
。

◆
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

　
近
年
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
被
害
に
よ
る
正
品
率
低

下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
被
害
が
出

▲赤枯症

▲秋ウンカ被害

▲コブノメイガ被害

▲コブノメイガ柑

　橘
▲サビダニ被害果
（果実が茶色・黒く
変色する）

▲ホコリダニ
（果実が灰色になる）

　
早
生
品
種
で
は
、
す
で
に
田
植
え
を
終
え
て

い
る
圃
場
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
水
管
理
に
十
分
注
意
し
、
高
温
等
の
異

常
気
象
に
耐
え
る
た
め
に
も
強
い
稲
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、南
部
地
域
の
中
生
以
降
の
品
種
で
は
、

今
か
ら
が
田
植
え
の
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。
箱

処
理
剤
と
一
発
除
草
剤
の
誤
使
用
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
管
理
】

　
田
植
え
後
の
水
管
理
は
、
苗
の
活
着
や
初
期

水

　稲

▲いもち病 ▲イオウ欠乏症

今月の 栽 培 ポイント 5月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

東 生 口 出 張 所 ☎0845-28-0211

2

新入職員紹介

令和７年度に入組した職員をご紹介しました。

各地区で総代会報告会を開催
　JA尾道市は、８月１日（金）から６日（水）にかけ
て全10会場で総代会報告会（座談会）を開催し、組
合員約470人が参加されました。
　８月１日に世羅支店で開催した座談会では、冒頭、
村上俊二組合長が「当組合を取り巻く環境は依然と
して厳しく、先行きは不透明な状況にありますが、
持続可能な農業を確かなものにするため、自己改革

を粛々と進めるなど、経営の健全性の確保に努め、
今後もJAの使命である地域農業の振興に取り組ん
でまいります」と挨拶しました。
　報告会では、総代会議決事項の報告や各支店・営
農センターの令和６年度事業実績及び令和７年度事
業計画の報告を行ったほか、質疑応答が行われ、多
数のご意見・ご要望をいただきました。

特集 01

因 島 会 場

世 羅 会 場

栗 原 会 場

尾道東会場

2

各地区で総代会報告会を開催

全10会場で組合員約450人が参加されました。質疑応答
では、多数のご意見・ご要望をいただきました。

特集 01
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『国消国産』について知ろう

10・11月は国消国産月間ですので「国消国産」について
特集しました。

　
12
月
12
日（
金
）13
日（
土
）、
東
尾
道
経
済
事
業
本
部
で
農
産
物
品

評
会
・
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
内
の
生
産
者
が
大
切
に
育
て

た
自
信
作
が
22
品
目
３
０
６
点
展
示
さ
れ
、
出
品
し
た
生
産
者
や
地

域
の
方
が
多
数
来
場
し
、
並
ん
だ
色
と
り
ど
り
の
農
産
物
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
11
日（
木
）に
は
尾
道
市
農
林
水
産
課
を
は
じ
め
、
全
農
ひ
ろ
し
ま

な
ど
関
係
機
関
を
審
査
員
に
迎
え
、最
優
秀
賞
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は
展
示
会
終
了
後
、
管
内
の
子
ど
も
食

堂
な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。

特集 02

作　目 受賞者氏名

米 笹山　時枝様

わ け ぎ 沖本　訓宏様

ト マ ト 大谷　由美様

アスパラガス 福田　雄志様

温 州 み か ん 柏原　重子様

い ち じ く 檀上　政樹様

桃 村上　正志様

デ ラ ウ ェ ア 内海　智美様

シャインマスカット 行廣　秀昭様

キヌサヤエンドウ 峯松　公紀様

令和７年度 農産物品評会
最優秀賞受賞者

展示された農産物を見る来場者 出品された農産物は社会福祉協議会へ寄贈しました

米 わけぎ（中央） 温州みかん（中央） キヌサヤエンドウ

農
産
物
品
評
会
・
展
示
会
を
開
催

生
産
者
が
大
切
に
育
て
た
自
信
作
を
出
品

4

　12月13日（土）、ええじゃん尾道で「冬の味覚まるごと！大感謝祭」を開催しました。
　店内では、「ベジミル」を使った野菜摂取度測定、店の前には、縁日ひろばやガラポ
ン抽選会、キッチンカー、スタンプラリーなど多彩なブースが並びました。
　冬の大感謝祭には、約6,000人もの方々にご来場いただき、どのブースも沢山の来
場者で賑わい、会場はおおいに盛り上がっていました。

を開催

特設ブース

オープニングイベント

JAカードブース ベジミルコーナー 女性部ブース

ガラポン大抽選会 射的コーナー

ええじゃん尾道店内

ええじゃん尾道

冬の大感謝祭特集 03

5 JAカードを紛失されたら 直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル　 0120-159674（24時間受付、年中無休）　 0120-159674（24時間受付、年中無休）5

ええじゃん尾道　冬の大感謝祭を開催

冬の大感謝祭には、約6,000人もの方々にご来場いただ
き、どのブースも沢山の来場者で賑わい、会場はおおい
に盛り上がっていました。

　
12
月
12
日（
金
）13
日（
土
）、
東
尾
道
経
済
事
業
本
部
で
農
産
物
品

評
会
・
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
内
の
生
産
者
が
大
切
に
育
て

た
自
信
作
が
22
品
目
３
０
６
点
展
示
さ
れ
、
出
品
し
た
生
産
者
や
地

域
の
方
が
多
数
来
場
し
、
並
ん
だ
色
と
り
ど
り
の
農
産
物
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
11
日（
木
）に
は
尾
道
市
農
林
水
産
課
を
は
じ
め
、
全
農
ひ
ろ
し
ま

な
ど
関
係
機
関
を
審
査
員
に
迎
え
、最
優
秀
賞
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は
展
示
会
終
了
後
、
管
内
の
子
ど
も
食

堂
な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。

特集 02

作　目 受賞者氏名

米 笹山　時枝様

わ け ぎ 沖本　訓宏様

ト マ ト 大谷　由美様

アスパラガス 福田　雄志様

温州みかん 柏原　重子様

い ち じ く 檀上　政樹様

桃 村上　正志様

デラウェア 内海　智美様

シャインマスカット 行廣　秀昭様

キヌサヤエンドウ 峯松　公紀様

令和７年度 農産物品評会
最優秀賞受賞者

展示された農産物を見る来場者 出品された農産物は社会福祉協議会へ寄贈しました

米 わけぎ（中央） 温州みかん（中央） キヌサヤエンドウ

農
産
物
品
評
会
・
展
示
会
を
開
催

生
産
者
が
大
切
に
育
て
た
自
信
作
を
出
品

4

　12月13日（土）、ええじゃん尾道で「冬の味覚まるごと！大感謝祭」を開催しました。
　店内では、「ベジミル」を使った野菜摂取度測定、店の前には、縁日ひろばやガラポ
ン抽選会、キッチンカー、スタンプラリーなど多彩なブースが並びました。
　冬の大感謝祭には、約6,000人もの方々にご来場いただき、どのブースも沢山の来
場者で賑わい、会場はおおいに盛り上がっていました。

を開催

特設ブース

オープニングイベント

JAカードブース ベジミルコーナー 女性部ブース

ガラポン大抽選会 射的コーナー

ええじゃん尾道店内

ええじゃん尾道

冬の大感謝祭特集 03

5 ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）
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生産者が大切に育てた自信作を出品
農産物品評会・展示会を開催

管内の生産者が大切に育てた自信作が22品目306点展示
され、出品した生産者や地域の方が多数来場し、並んだ
色とりどりの農産物に見入っていました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

新入職員紹介
特
集

「
え
え
Ｊ
Ａ
ん
！
お
の
み
ち
」

Ｊ
Ａ
尾
道
市
広
報
誌

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

幸せ実る暮らしへ  あなたと農の橋渡し

▼ホームページはこちらからJA尾道市 2 0 2 5

N o. 4 49

5

JA尾道市は持続可能
な開発目標（SDGs）の

達成に向け取り組みま
す。第59回 JA尾道市 通常総代会開催

ＪＡ尾道市、 ジュンテンドー・ＪＡ全農

ひろしまと売買基本契約締結特
集

幸せ実る暮らし
へ  あなたと農

の橋渡し ▼ホームページはこ
ちらから

JA尾道市

2 0 2 5

N o. 4 5 0

7

９月号
No.451

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

各地区で総代会報告会を開催
特
集

幸せ実る暮らしへ  あなたと農の橋渡し

▼ホームページはこちらからJA尾道市 2 0 2 5

N o. 4 51

9

11月号
No.452

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

国消国産について知ろう
特
集

幸せ実る暮らしへ  あなたと農の橋渡し

▼ホームページはこちらからJA尾道市 2 0 2 5

N o. 4 5 2
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特集 02

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
は
６
月
19
日（
木
）、
株
式
会

社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
（
以
下
、
ジ
ュ
ン
テ
ン

ド
ー
）
お
よ
び
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

広
島
県
本
部（
以
下
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
）

と
の
三
者
間
で
、
農
業
資
材
等
の
売
買
取
引

に
関
す
る
基
本
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
契
約
締
結
は
、
農
業
資
材
店
舗
の
集
約
・

再
編
な
ど
を
背
景
に
、
組
合
員
の
利
便
性
を

確
保
す
る
新
た
な
運
営
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
目
的
。
各
組
織
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
知
識
、

経
験
を
活
用
し
た
事
業
を
推
進
し
、
地
域
の

活
性
化
、
地
域
住
民
や
農
家
組
合
員
の
利
便

性
、
満
足
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
事
業
を
展
開
す
る

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
の
店
舗
を
活
用
し
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
が
取
り
扱
う
肥
料
や
農
薬
な
ど
の

営
農
用
資
材
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
販
売

に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
研
修
や

講
習
会
を
通
じ
て
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
向

上
を
図
る
ほ
か
、
対
応
が
難
し
い
場
合
は
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
が
直
接
対
応
す
る
体
制
も
整

備
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
管
内
の
組

合
員
か
ら
「
土
日
も
資
材
を
購
入
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」「
営
業
時
間
を
延
ば
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。昨
年
、Ｊ
Ａ
広
島
市
が
ジ
ュ

ン
テ
ン
ド
ー
と
連
携
し
て
同
様
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
事
例
を
参
考
に
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ

ろ
し
ま
を
通
じ
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
７
月
12
日（
土
）か
ら
世
羅
町
の

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
甲
山
店
、
８
月
23
日（
土
）

か
ら
因
島
中
庄
町
の
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
中
庄

店
で
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

　
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
側
は
「
組
合
員
の
来
店

に
よ
る
新
規
顧
客
の
獲
得
や
、
作
物
栽
培
研

修
会
な
ど
を
通
じ
た
社
員
の
知
識
向
上
に
も

つ
な
が
る
」
と
期
待
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
組
合
員
向
け
に
ジ
ュ
ン
テ

ン
ド
ー
店
舗
で
使
え
る
「
い
き
い
き
ポ
イ
ン

ト
」
の
常
時
２
倍
付
与
な
ど
の
特
典
も
導
入

さ
れ
ま
す
。

　
村
上
俊
二
組
合
長
は
「
本
連
携
は
、
組
合

員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
て
い
た
『
休
日
対

応
』『
営
業
時
間
の
延
長
』『
品
ぞ
ろ
え
の
充

実
』
と
い
っ
た
声
に
応
え
る
新
た
な
資
材
店

舗
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
利
便
性
向
上
と
地
域
農
業
の
活
性
化
に

資
す
る
取
り
組
み
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
尾
道
市
、ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
・
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
売
買
基
本
契
約
締
結

地
域
農
業
の
利
便
性
向
上
へ
新
た
な
連
携
体
制
を
構
築

る
感
受
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
出
穂
前
後
20

日
、気
温
が
高
い
よ
う
な
ら
か
け
流
し
を
行
う
。

・ 

そ
の
後
は
、
間
断
か
ん
が
い
で
適
度
に
酸
素

を
供
給
し
、
根
の
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

落
水
は
出
穂
後
30
日
頃（
出
穂
日
か
ら
の
積
算

温
度
１
，
１
０
０
℃
）を
目
安
と
し
ま
す
が
、

落
水
後
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
走

り
水
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
早
期
落
水
に
よ

る
品
質
低
下
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
】

◆
紋
枯
病

　
高
温
で
発
生
し
や
す
く
、
湿
度
が
高
く
な
る

と
病
気
が
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す（
侵
入
最

適
温
度
30
〜
32
℃
、
湿
度
96
％
）。
特
に
窒
素

過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
紋
枯
病
の
菌
は
土
の
中
で
越
冬
し
ま
す
の

で
、
前
年
に
発
生
し
た
圃
場
で
は
、
本
年
度
も

発
生
す
る
確
率
が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
注
意
が
必
要
な
圃
場
は

・
施
肥
が
多
く
大
株
に
な
っ
た
圃
場

・
一
株
の
植
付
け
本
数
が
多
い
イ
ネ

・
密
植
し
た
圃
場

で
す
。
出
穂
前
の
基
幹
防
除
だ
け
で
は
な
く
定

期
的
に
圃
場
を
見
て
ま
わ
り
、
株
の
中
や
株
元

に
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ら「
バ
リ
ダ
シ
ン
粉
剤
」

等
で
随
時
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
い
も
ち
病

　
夏
季
の
低
温
・
長
雨
・
日
照
不
足
の
環
境
で

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。紋
枯
病
と
同
様
に
、

窒
素
過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
葉
い
も
ち
に
対
す
る
薬
剤
防
除
は
発
生
初
期

ほ
ど
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
穂
い
も
ち
の
発
生
は
、
直
接
収
量
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
、
予
防
散
布
と
し
て
、
出
穂
前
後

の
基
幹
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
カ
メ
ム
シ
類

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
県
内
全
域
に「
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
」に
関
す
る
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
乳
熟
期
の
吸
汁
の
害
が
多
く
斑

点
米
と
し
て
農
産
物
検
査
で
問
題
と
な
る
害
虫

で
す
。
適
正
な
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
稲
穂
の
み
な
ら
ず
穂
軸
や
葉
を
加
害

す
る
カ
メ
ム
シ
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的

な
圃
場
確
認
と
定
期
防
除
・
周
辺
環
境
の
整
備

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
策
と
し
て
は

・
圃
場
周
辺
の
適
期
草
刈
り

・
出
穂
期
〜
乳
熟
期
に
か
け
て
の
防
除

が
基
本
で
す
。
出
穂
期
に
使
用
す
る「
ス
タ
ー

ク
ル
粒
剤
」は
粉
剤
よ
り
長
期
間
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
畦
畔
等
の
草
刈
り
時
期
は
、
水
稲
の
出
穂
開

花
時
期
の
少
な
く
と
も
２
週
間
前
ま
で
に
終
了

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
穂
ば
ら
み
期
以
降

の
草
刈
り
は
、
カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
に
追
い
込

む
こ
と
に
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ウ
ン
カ
類

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
偏
西
風
に
よ
っ
て
日
本

に
飛
来
し
、
坪
枯
れ
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
年
に
よ
っ
て
飛
来
数
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な

る
た
め
早
期
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
が
発
表
す
る
最
新
の
予
測
情
報
を
常
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
飛
来
に
関
す
る
情
報
が
発

表
さ
れ
次
第
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
注
意

喚
起
の
案
内
を
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
病
害
虫
に
対
す
る
農
薬
・
時
期
等
は

「
稲
作
暦
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

発
生
す
る
病
害
虫
は
そ
の
年
の
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
の
で
、
病
害
虫
に
対
す
る
情
報
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▲葉いもち病斑

▲斑点米

【
水
管
理
】

　
つ
き
あ
か
り
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
さ
か
り

の
極
早
生
・
早
生
品
種
に
つ
い
て
は
、
７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
中
生
以
降
の
品

種
に
つ
い
て
は
８
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

出
穂
期
を
迎
え
ま
す
。

　
出
穂
の
前
段
階
に
あ
た
る
幼
穂
形
成
期（
出

穂
24
日
前
）〜
出
穂
後
の
開
花
期
は
、
最
も
水

が
必
要
な
時
期
で
す
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え

た
適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

出
穂
後
５
〜
15
日
は
最
も
高
温
障
害
に
対
す

水

　稲

今月の 栽 培 ポイント 7月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

東 生 口 出 張 所 ☎0845-28-0211

ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）
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JA尾道市、ジュンテンドー・JA全農ひろしま
と売買基本契約締結

株式会社ジュンテンドーおよび全国農業協同組合連合会
広島県本部との三者間で、農業資材等の売買取引に関す
る基本契約を締結しました。地域農業の利便性向上へ新
たな連携体制を構築しました。

　
村
上
俊
二
組
合
長
は「
管
内
の
農
業
情
勢
は
、

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
産
物
へ
の
被
害
の
増
加
、
高
温
障
害
な
ど

生
産
現
場
に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
農
協
経
営
面
に
お
き
ま
し
て
も
、

信
用
・
共
済
事
業
の
収
益
の
減
少
、
営
農
経
済

事
業
の
恒
常
的
な
赤
字
、
職
員
数
の
減
少
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
尾

道
市
は
、
Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
地
域
農
業
の
振

興
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
金
融
庁

か
ら
示
さ
れ
た
早
期
警
戒
制
度
へ
の
対
応
と
し

て
「
持
続
可
能
な
収
益
性
及
び
将
来
に
わ
た
る

健
全
性
の
確
保
」に
向
け
、「
支
店
機
能
の
再
編

整
備
」「
営
農
経
済
事
業
の
見
直
し
」な
ど
着
実

に
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
協
同

組
合
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、

更
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
を
図

り
、
地
域
に
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　
来
賓
に
は
平
谷
祐
宏
尾
道
市
長
、
奥
田
正
和

世
羅
町
長
、
堀
田
敦
彦
尾
道
農
林
事
業
所
長
、

上
野
信
之
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
専
務
理
事
を
迎

え
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
木
ノ
庄
東
地
区
の
坂
田
滋
総
代
を
議

長
に
選
任
し
議
事
に
入
り
、
全
７
議
案
が
審
議

さ
れ
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
59
回 

Ｊ
Ａ
尾
道
市

通
常
総
代
会
開
催

　
６
月
25
日（
水
）、
尾
道
市
し
ま
な
み
交
流
館
で
第
59
回
Ｊ
Ａ
尾
道
市
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代（
代
理
人
・
書
面
議
決
含
む
）４
７
０
名
が
出
席
し
、
全
７
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特集 01

2

奥田世羅町長

議長に選任された木ノ庄東地区の坂田総代

平谷尾道市長

上野JA広島中央会専務

開会の挨拶をする村上組合長

堀田尾道農林事業所長

（令和７年３月末）
○組 合 員 数   28,853名（うち准組合員13,217名）
○出 資 金   29億5,757万円
○自己資本比率   18.93％
○貯 金 残 高   2,485億6,565万円
○貸 出 金 残 高   328億8,831万円
○長期共済保有   4,848億9,754万円
○短期共済新規契約掛金高   10億9,951万円
○購買品供給高   26億1,678万円
○販売品取扱高   36億732万円

わたしたちの J A尾道市
○出席者数 470名（本人出席 234名　代理人・議決権行使書面　236名）

審議事項  
第１号議案　令和６年度　事業報告及び剰余金処分案承認の件
第２号議案　中期経営計画の設定の件
第３号議案　事業計画の設定の件
第４号議案　LPG供給事業の事業譲渡の件
第５号議案　定款の一部改正の件
第６号議案　理事の報酬に関する件
第７号議案　監事の報酬に関する件

全７議案　可決・承認
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。
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。
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。
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決
含
む
）４
７
０
名
が
出
席
し
、
全
７
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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奥田世羅町長

議長に選任された木ノ庄東地区の坂田総代

平谷尾道市長

上野JA広島中央会専務

開会の挨拶をする村上組合長

堀田尾道農林事業所長

（令和７年３月末）
○組 合 員 数   28,853名（うち准組合員13,217名）
○出 資 金   29億5,757万円
○自己資本比率   18.93％
○貯 金 残 高   2,485億6,565万円
○貸 出 金 残 高   328億8,831万円
○長期共済保有   4,848億9,754万円
○短期共済新規契約掛金高   10億9,951万円
○購買品供給高   26億1,678万円
○販売品取扱高   36億732万円

わたしたちの J A尾道市
○出席者数 470名（本人出席 234名　代理人・議決権行使書面　236名）

審議事項  
第１号議案　令和６年度　事業報告及び剰余金処分案承認の件
第２号議案　中期経営計画の設定の件
第３号議案　事業計画の設定の件
第４号議案　LPG供給事業の事業譲渡の件
第５号議案　定款の一部改正の件
第６号議案　理事の報酬に関する件
第７号議案　監事の報酬に関する件

全７議案　可決・承認

3 組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に
ご相談のうえ手続きをお願いいたします。ご相談のうえ手続きをお願いいたします。
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第59回ＪＡ尾道市　通常総代会開催

総代（代理人・書面議決含む）470名が出席し、全７議案
が可決・承認されました。

　
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界
情
勢
は
各
地
の
紛
争
の
長
期
化
や
米
国
が
保
護
主
義

的
な
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
な
ど
を
要
因
と
し
て
一
層
不
透
明
感
を
増
し
た
年
で
し
た
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
記
録
的
な
猛
暑
や
史
上
最
短
の
梅
雨
明
け
な
ど
の
異
常

気
象
に
加
え
、
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
や
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
な
ど
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
も
深
刻
で
、
食
料
の

安
定
的
な
確
保
や
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
関

わ
る
課
題
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

代表理事組合長

村上 俊二

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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こ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
は
地
域
の
農
業
を
支
え
、
皆
様
か
ら
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
使
命
を
果
た
す
た
め
、
さ
ら
な
る
経
営
改
善
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、
経
営
基
盤
の
強
化

及
び
健
全
性
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
特
殊
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
な
ど
、
金
融
犯

罪
の
手
法
・
手
口
が
巧
妙
化
・
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
際
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
の
重
要
性
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
総
合
事
業
を
展
開
す
る
組
織
と
し
て
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
、
そ

し
て
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
大
切
な
財
産
を
金
融
犯
罪
か
ら
お
守
り
す
る
た
め
、

マ
ネ
ロ
ン・金
融
犯
罪
対
策
を
重
要
な
経
営
課
題
と
位
置
付
け
、対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
経
営
陣
主
導
の
も
と
マ
ネ
ロ
ン
・
金
融
犯
罪
対
策
に
係
る
取
り
組
み
に
一
層

力
を
入
れ
、
皆
様
に
安
心
し
て
当
組
合
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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3 組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの支店にご相談のうえ組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの支店にご相談のうえ
手続きをお願いいたします。手続きをお願いいたします。
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新年のごあいさつ

村上俊二組合長が新年の抱負を語りました。

５月号
No.449

７月号
No.450

JA尾道市は持続可能
な開発目標（SDGs）の

達成に向け取り組みま
す。新年のごあいさつ

農産物品評会・展示
会を開催

ええじゃん尾道 冬の
大感謝祭を開催特

集

幸せ実る暮らし
へ  あなたと農

の橋渡し ▼ホームページはこ
ちらから

JA尾道市

2 0 2 6

N o. 4 5 3
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特集 02

生産者が大切に育てた自信作を出品

因島地区農産物品評会・展示会を開催
　１月22日（木）23日（金）、因島営農センターで因島地区の農産物を集
めた農産物品評会・展示会を開催しました。生産者が大切に育てた自
信作が７品目143点展示され、22日の品評会では、関係機関を審査員
に迎え、最優秀賞などを決定しました。23日の展示会では、出品した
生産者や地域の方が多数来場し、並んだ色とりどりの農産物に見入っ
ていました。
　今回出品された農産物は展示会終了後、管内の子ども食堂などで活
用してもらうため、12月に行われた農産物品評会・展示会に引き続き、
尾道市社会福祉協議会へ寄贈しました。

部　門 氏　　名
紅 八 朔 木村　和由　様
普通八朔 六反　礼子　様
しらぬひ 柏原　孝範　様
レ モ ン 田頭　敬司　様

令和７年度因島地区農産物品評会

最優秀受賞者

紅八朔普通八朔

しらぬひ レモン

組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの支店にご相談のうえ組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの支店にご相談のうえ
手続きをお願いいたします。手続きをお願いいたします。
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【
種
子
の
休
眠
】

　
登
熟
期
の
高
温
の
影
響
に
よ
り
、
８
年
播
種

用
種
子
に
お
い
て
休
眠
が
深
く
、
発
芽
が
遅
延

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は

こ
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
浸
種
時
の
水
温
は
、通
常
10
〜
15
℃
で
す
が
、

万
一
10
℃
を
下
回
っ
た
場
合
、
種
子
が
再
休
眠

に
突
入
し
、
発
芽
の
揃
い
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　
水
温
が
10
℃
を
下
回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
種
子
の
充
実
不
足
】

　
休
眠
と
同
様
に
、
高
温
下
で
登
熟
し
た
種
子

が
充
実
不
足（
粒
張
り
が
悪
く
軽
い
）と
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
自
体
が
発
芽
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
塩
水
選
の
際
に
浮

遊
す
る
種
子
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、塩
水
選
時
の
塩
分
濃
度（
通

常
は
比
重
１
・
13
）を
下
げ
、
種
子
の
必
要
量

を
確
保
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

【
早
い
品
種
で
は
、
苗
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。】

　
今
一
度
、
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
①
塩
水
選

　
塩
水
選
は
、
病
原
菌
に
汚
染
さ
れ
た
籾
や
、

登
熟
の
悪
い
籾
を
取
り
除
く
作
業
で
す
。

　
作
業
後
は
丁
寧
に
水
洗
い
を
行
い
、
塩
分
を

十
分
に
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
②
種
子
消
毒

　
農
薬
を
使
用
す
る
方
法
と
、
温
湯
消
毒
器
を

利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
を
使
用
す
る
方
法
で
は
、
10
℃
以
上
の

液
温
で
24
時
間
き
っ
ち
り
と
浸
種
し
、
終
了
後

は
水
洗
い
せ
ず
陰
干
し
し
、
薬
液
を
十
分
に
種

子
に
浸
透
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
温
湯
消
毒
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
60
℃
を

10
分
間
維
持
す
る
こ
と
と
、
作
業
後
は
素
早
く

余
熱
を
と
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◆
③
浸
種

　
水
温
は
10
〜
15
℃
と
し
、
積
算
温
度
は

１
０
０
℃（
10
℃
で
10
日
間
）を
目
安
に
十
分
浸

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
浸
種
用
の
水
は
た
っ
ぷ
り（
種
子
の
４
倍
量
）

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
の
入
れ
替
え
は
３
日
目
ま
で
は
行
わ
ず
、

そ
の
後
、ゆ
っ
く
り
と
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
種
子
が
十
分
に
膨
れ
て
ア
メ
色
に
な
っ
て
き

た
ら
完
成
で
す
。

◆
④
催
芽

　
育
苗
器
を
利
用
す
る
場
合
、
30
℃
で
24
時
間

が
基
準
で
す
。
芽
を
出
し
す
ぎ
る
と
、
播
種
時

に
芽
が
折
れ
た
り
、
互
い
に
絡
ま
っ
て
均
一
な

播
種
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
温
は
30
℃
を
越
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
⑤
播
種

　
床
土
は
３
㎏
を
標
準
と
し
、
均
一
に
詰
め
、

灌
水
は
十
分
に
し
み
通
る
ま
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
床
土
消
毒
薬
を
１
箱
あ
た
り
０
・
５
リ
ッ
ト

ル
散
布
し
た
後
、
種
を
播
き
、
覆
土
は
籾
が
隠

れ
る
程
度
に
し
ま
す
。
１
㎏
を
目
安
と
し
て
く

だ
さ
い
。

　
播
種
量
は
催
芽
籾
で
１
箱
当
た
り
１
６
０
ｇ

〜
１
８
０
ｇ
を
基
準
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
⑥
緑
化（
出
芽
か
ら
１
・
５
葉
）

　
出
芽
最
適
温
度
は
28
〜
30
℃
で
す
。
出
芽
を

終
え
た
ら
除
々
に
温
度
を
下
げ
、
昼
夜
の
温
度

差
を
つ
け
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
出
芽
後
は
除
々
に
光
を
当
て
て
十
分
に
緑
化

を
行
い
ま
す
。

　
環
境
に
敏
感
で
苗
質
に
大
き
く
影
響
す
る
段

階
な
の
で
、
温
度
管
理
や
水
管
理
に
は
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　
黄
白
色
の
芽
が
緑
色
に
変
わ
り
、
第
１
葉
の

先
端
が
見
え
た
ら
次
の
段
階
へ
進
み
ま
す
。

　
温
度
管
理
は
、
昼
が
20
〜
25
℃
、
夜
が
15
〜

20
℃
が
基
準
で
す
。

◆
⑦
硬
化（
１
・
５
葉
〜
田
植
え
）

　
硬
化
開
始
頃
は
昼
20
〜
25
℃
、
夜
10
〜
15
℃

を
基
準
と
し
た
温
度
管
理
を
行
い
、苗
の
生
長
と

と
も
に
除
々
に
外
気
温
に
近
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　
日
中
は
十
分
光
に
当
て
、
苗
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
灌
水
は
基
本
的
に
午
前
中
に
お
こ
な
い
ま
す

が
、
乾
燥
し
や
す
い
場
所
や
陽
射
し
の
強
い
日

は
補
助
的
な
灌
水
も
必
要
で
す
。
育
苗
期
間
を

通
じ
て
、
葉
は
で
き
る
だ
け
乾
い
た
状
態
で
管

理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
冬
は
、真
冬
ら
し
い
厳
し
い
寒
さ
と
、

最
高
気
温
が
10
℃
を
超
え
る
暖
か
い
日
が
交
互

に
訪
れ
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
天
候
と
な
り
ま

し
た
。

【
越
冬
害
虫
】

　
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
た
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
落
ち
葉
の
下
や
家
屋
な
ど
で
カ
メ
ム
シ
が

越
冬
で
き
る
環
境
も
増
え
て
お
り
、
越
冬
量
も

多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
発
生
し
た
圃
場
や
そ
の
周
辺
圃
場
で

は
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
　稲

今月の 栽 培 ポイント 3月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

　
苗
の
生
長
と
と
も
に
除
々
に
外
気
に
慣
ら
し

ま
す
が
、
田
植
３
〜
４
日
前
か
ら
は
十
分
外
気

に
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

①
塩
水
選
か
ら
⑦
硬
化
に
至
る
ま
で
、
温
度

に
つ
い
て
細
か
く
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。
冷

水
・
寒
気
・
高
温
等
は
生
育
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
、
温
度
管
理
を
徹
底
し
、
健
苗
育

成
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
剪
定
の
順
序
】

①
密
植
園
で
は
間
伐
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

② 

結
果
母
枝
量
の
判
断（
花
が
多
い
か
少
な
い

か
判
断
し
ま
し
ょ
う
）

③ 

樹
の
周
り
を
１
周
し
な
が
ら
主
枝
を
決
定
し

ま
す
。
通
常
は
三
本
。
併
せ
て
い
ら
な
い
枝

の
候
補
を
決
め
ま
す
。

④ 

樹
の
上
部
か
ら
ノ
コ
を
使
い
、
い
ら
な
い
枝

を
間
引
い
て
い
き
ま
す
。
主
枝
ご
と
に
同
様

な
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
間
引
く
枝

は
先
月
号
を
参
照
）

⑤ 

ノ
コ
剪
定
が
終
わ
っ
て
か
ら
ハ
サ
ミ
で
細
か

い
剪
定
を
実
施
し
ま
す
。

⑥ 

一
円
玉
以
上
の
切
り
口
に
は
カ
ル
ー
ス
Ａ
も

し
く
は
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス
ト
を
塗
り
ま

し
ょ
う
。

⑦ 

剪
定
枝
は
必
ず
園
内
お
よ
び
周
辺
か
ら
撤
去

し
ま
し
ょ
う
。（
黒
点
病
の
発
生
源
と
な
り

ま
す
）細
か
く
切
っ
た
枝
や
、
チ
ッ
パ
ー
で

細
断
し
た
も
の
は
園
内
放
置
可
能
で
す
。

【
品
種
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
温
州
ミ
カ
ン

　
本
年
度
は
不
作
の
園
地
が
多
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
不
作
が
予
想
さ
れ
る
樹
は
、
果
梗

枝
の
間
引
き
を
行
い
新
梢
の
発
生
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　
着
花
の
有
無
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
方
は
、
４

月
下
旬
頃
の
蕾
が
見
え
始
め
て
か
ら
剪
定
を
開

始
し
ま
し
ょ
う
。

◆
い
し
じ

　
葉
が
小
型
化
し
て
い
る
枝
は
切
り
返
し
、
優

良
な
春
芽
の
発
生
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

◆
八
朔

　
大
木
は
作
業
性
が
悪
い
の
で
樹
高
を
低
く
し

ま
し
ょ
う
。
樹
高
短
縮
す
る
場
合
は
、
３
年
く

ら
い
か
け
て
徐
々
に
短
縮

し
ま
し
ょ
う
。
黒
点
病
・

流
れ
ヤ
ケ
防
止
に
花
母
枝

を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

◆
は
る
み

　
隔
年
結
果
防
止
目
的
に
半
樹
摘
果
を
さ
れ
た

園
地
で
は
、
令
和
７
年
度
着
果
側
の
枝
の
切
返

し
が
重
要
で
す
。
鉛
筆
以
上
の
枝
ま
で
切
り
返

し
、
充
実
し
た
春
芽
の
発
生
を
促
し
ま
す
。
令

和
８
年
度
、
果
実
を
生
ら
せ
る
側
は
軽
い
間
引

き
剪
定
を
行
い
、
花
ボ
ケ
を
防
ぐ
た
め
数
カ
所

だ
け
強
い
切
り
返
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
レ
モ
ン

　
夏
秋
梢
は
、
か
い
よ
う
病
拡
大
原
因
に
な
る

の
で
全
て
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
正
品
率
を
高
め

る
た
め
、
枝
数
を
少
な
く
し
間
隔
を
広
く
取
り

ま
し
ょ
う
。
横
枝
を
長
め
に
と
り
、
や
わ
ら
か

い
樹
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
ハ
ダ
ニ
の
防
除

　
冬
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
て
な
い
園
地
で
は
、

高
度
精
製
マ
シ
ン
油
乳
剤
80
倍（
４
月
は
１
０
０

倍
）を
必
ず
散
布
し
、
ハ
ダ
ニ
の
初
期
発
生
を
抑

え
ま
し
ょ
う
。
散
布
時
は
、
発
芽
促
進
目
的
で

尿
素
３
０
０
倍
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。
発
芽
後

散
布
す
る
場
合
、
尿
素
に
代
え
て
元
気
一
番
な

ど
の
窒
素
系
葉
面
散
布
剤
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

　
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
多
発
園
で
は
、
春
マ
シ
ン
油

散
布
時
に
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
，
０
０
０

倍
を
混
用
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
か
い
よ
う
病
防
除

　
旬
の
平
均
温
度
が
10
℃

を
越
え
る
時
期
か
ら
感
染

が
始
ま
る
の
で
、
時
期
が

遅
れ
な
い
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
ボ

ル
ド
ー
66
Ｄ
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
レ
モ

ン・ネ
ー
ブ
ル
で
は
必
須
作
業
で
す
。（
は
る
み
、

せ
と
か
、
甘
夏
、
冬
橙
な
ど
も
感
染
し
ま
す
）

マ
シ
ン
油
と
２
週
間
程
度
あ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
計
画
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
サ
ビ
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
ダ
ニ

　
昨
年
度
、
サ
ビ
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
ダ
ニ
多
発
園

で
は
、
新
芽
が
５
㎜
程
度
出
た
と
き
に
イ
オ
ウ

フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
し
、
初
期
発
生
を
抑
え
ま

し
ょ
う
。

◆
ク
ワ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ（
毛
虫
）

　
新
芽
や
花
を
食
害
さ
れ
る
の
で
、
発
生
が
見

ら
れ
る
場
合
は
エ
ク
シ
レ
ル
Ｓ
Ｅ
や
オ
リ
オ
ン

水
和
剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

柑
　橘

▲ヤノネカイガ
ラムシ

▲サンホーゼカ
イガラムシ▲かいよう病斑

▲みかんの花が着く枝：
結果母枝（前年発生した
春枝）

▲果梗枝：本年新梢（来
年の結果母枝）が発生す
る場所

剪定で一番に切る枝は①強い返り枝！
①強い返り枝を切ると、薬剤がかかりやすくなります。

横：縦＝10：6
地すり枝⑧ 下垂枝⑦

平行枝⑤

飛び枝②

強い返り枝①
弱い返り枝

二又枝⑥

亜主枝

斜向枝③

主枝

立ち枝④

図１　間引きをするじゃま枝

▲流れヤケ

ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）

4



【
種
子
の
休
眠
】

　
登
熟
期
の
高
温
の
影
響
に
よ
り
、
８
年
播
種

用
種
子
に
お
い
て
休
眠
が
深
く
、
発
芽
が
遅
延

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は

こ
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
浸
種
時
の
水
温
は
、通
常
10
〜
15
℃
で
す
が
、

万
一
10
℃
を
下
回
っ
た
場
合
、
種
子
が
再
休
眠

に
突
入
し
、
発
芽
の
揃
い
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　
水
温
が
10
℃
を
下
回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
種
子
の
充
実
不
足
】

　
休
眠
と
同
様
に
、
高
温
下
で
登
熟
し
た
種
子

が
充
実
不
足（
粒
張
り
が
悪
く
軽
い
）と
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
自
体
が
発
芽
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
塩
水
選
の
際
に
浮

遊
す
る
種
子
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、塩
水
選
時
の
塩
分
濃
度（
通

常
は
比
重
１
・
13
）を
下
げ
、
種
子
の
必
要
量

を
確
保
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

【
早
い
品
種
で
は
、
苗
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。】

　
今
一
度
、
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
①
塩
水
選

　
塩
水
選
は
、
病
原
菌
に
汚
染
さ
れ
た
籾
や
、

登
熟
の
悪
い
籾
を
取
り
除
く
作
業
で
す
。

　
作
業
後
は
丁
寧
に
水
洗
い
を
行
い
、
塩
分
を

十
分
に
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
②
種
子
消
毒

　
農
薬
を
使
用
す
る
方
法
と
、
温
湯
消
毒
器
を

利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
を
使
用
す
る
方
法
で
は
、
10
℃
以
上
の

液
温
で
24
時
間
き
っ
ち
り
と
浸
種
し
、
終
了
後

は
水
洗
い
せ
ず
陰
干
し
し
、
薬
液
を
十
分
に
種

子
に
浸
透
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
温
湯
消
毒
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
60
℃
を

10
分
間
維
持
す
る
こ
と
と
、
作
業
後
は
素
早
く

余
熱
を
と
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◆
③
浸
種

　
水
温
は
10
〜
15
℃
と
し
、
積
算
温
度
は

１
０
０
℃（
10
℃
で
10
日
間
）を
目
安
に
十
分
浸

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
浸
種
用
の
水
は
た
っ
ぷ
り（
種
子
の
４
倍
量
）

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
の
入
れ
替
え
は
３
日
目
ま
で
は
行
わ
ず
、

そ
の
後
、ゆ
っ
く
り
と
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
種
子
が
十
分
に
膨
れ
て
ア
メ
色
に
な
っ
て
き

た
ら
完
成
で
す
。

◆
④
催
芽

　
育
苗
器
を
利
用
す
る
場
合
、
30
℃
で
24
時
間

が
基
準
で
す
。
芽
を
出
し
す
ぎ
る
と
、
播
種
時

に
芽
が
折
れ
た
り
、
互
い
に
絡
ま
っ
て
均
一
な

播
種
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
温
は
30
℃
を
越
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
⑤
播
種

　
床
土
は
３
㎏
を
標
準
と
し
、
均
一
に
詰
め
、

灌
水
は
十
分
に
し
み
通
る
ま
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
床
土
消
毒
薬
を
１
箱
あ
た
り
０
・
５
リ
ッ
ト

ル
散
布
し
た
後
、
種
を
播
き
、
覆
土
は
籾
が
隠

れ
る
程
度
に
し
ま
す
。
１
㎏
を
目
安
と
し
て
く

だ
さ
い
。

　
播
種
量
は
催
芽
籾
で
１
箱
当
た
り
１
６
０
ｇ

〜
１
８
０
ｇ
を
基
準
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
⑥
緑
化（
出
芽
か
ら
１
・
５
葉
）

　
出
芽
最
適
温
度
は
28
〜
30
℃
で
す
。
出
芽
を

終
え
た
ら
除
々
に
温
度
を
下
げ
、
昼
夜
の
温
度

差
を
つ
け
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
出
芽
後
は
除
々
に
光
を
当
て
て
十
分
に
緑
化

を
行
い
ま
す
。

　
環
境
に
敏
感
で
苗
質
に
大
き
く
影
響
す
る
段

階
な
の
で
、
温
度
管
理
や
水
管
理
に
は
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　
黄
白
色
の
芽
が
緑
色
に
変
わ
り
、
第
１
葉
の

先
端
が
見
え
た
ら
次
の
段
階
へ
進
み
ま
す
。

　
温
度
管
理
は
、
昼
が
20
〜
25
℃
、
夜
が
15
〜

20
℃
が
基
準
で
す
。

◆
⑦
硬
化（
１
・
５
葉
〜
田
植
え
）

　
硬
化
開
始
頃
は
昼
20
〜
25
℃
、
夜
10
〜
15
℃

を
基
準
と
し
た
温
度
管
理
を
行
い
、苗
の
生
長
と

と
も
に
除
々
に
外
気
温
に
近
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　
日
中
は
十
分
光
に
当
て
、
苗
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
灌
水
は
基
本
的
に
午
前
中
に
お
こ
な
い
ま
す

が
、
乾
燥
し
や
す
い
場
所
や
陽
射
し
の
強
い
日

は
補
助
的
な
灌
水
も
必
要
で
す
。
育
苗
期
間
を

通
じ
て
、
葉
は
で
き
る
だ
け
乾
い
た
状
態
で
管

理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
冬
は
、真
冬
ら
し
い
厳
し
い
寒
さ
と
、

最
高
気
温
が
10
℃
を
超
え
る
暖
か
い
日
が
交
互

に
訪
れ
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
天
候
と
な
り
ま

し
た
。

【
越
冬
害
虫
】

　
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
た
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
落
ち
葉
の
下
や
家
屋
な
ど
で
カ
メ
ム
シ
が

越
冬
で
き
る
環
境
も
増
え
て
お
り
、
越
冬
量
も

多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
発
生
し
た
圃
場
や
そ
の
周
辺
圃
場
で

は
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
　稲

今月の 栽 培 ポイント 3月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

甲 山 支 店 ☎0847-25-5035

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

　
苗
の
生
長
と
と
も
に
除
々
に
外
気
に
慣
ら
し

ま
す
が
、
田
植
３
〜
４
日
前
か
ら
は
十
分
外
気

に
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

①
塩
水
選
か
ら
⑦
硬
化
に
至
る
ま
で
、
温
度

に
つ
い
て
細
か
く
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。
冷

水
・
寒
気
・
高
温
等
は
生
育
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
、
温
度
管
理
を
徹
底
し
、
健
苗
育

成
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
剪
定
の
順
序
】

①
密
植
園
で
は
間
伐
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

② 

結
果
母
枝
量
の
判
断（
花
が
多
い
か
少
な
い

か
判
断
し
ま
し
ょ
う
）

③ 

樹
の
周
り
を
１
周
し
な
が
ら
主
枝
を
決
定
し

ま
す
。
通
常
は
三
本
。
併
せ
て
い
ら
な
い
枝

の
候
補
を
決
め
ま
す
。

④ 

樹
の
上
部
か
ら
ノ
コ
を
使
い
、
い
ら
な
い
枝

を
間
引
い
て
い
き
ま
す
。
主
枝
ご
と
に
同
様

な
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
間
引
く
枝

は
先
月
号
を
参
照
）

⑤ 

ノ
コ
剪
定
が
終
わ
っ
て
か
ら
ハ
サ
ミ
で
細
か

い
剪
定
を
実
施
し
ま
す
。

⑥ 

一
円
玉
以
上
の
切
り
口
に
は
カ
ル
ー
ス
Ａ
も

し
く
は
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス
ト
を
塗
り
ま

し
ょ
う
。

⑦ 

剪
定
枝
は
必
ず
園
内
お
よ
び
周
辺
か
ら
撤
去

し
ま
し
ょ
う
。（
黒
点
病
の
発
生
源
と
な
り

ま
す
）細
か
く
切
っ
た
枝
や
、
チ
ッ
パ
ー
で

細
断
し
た
も
の
は
園
内
放
置
可
能
で
す
。

【
品
種
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
温
州
ミ
カ
ン

　
本
年
度
は
不
作
の
園
地
が
多
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
不
作
が
予
想
さ
れ
る
樹
は
、
果
梗

枝
の
間
引
き
を
行
い
新
梢
の
発
生
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　
着
花
の
有
無
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
方
は
、
４

月
下
旬
頃
の
蕾
が
見
え
始
め
て
か
ら
剪
定
を
開

始
し
ま
し
ょ
う
。

◆
い
し
じ

　
葉
が
小
型
化
し
て
い
る
枝
は
切
り
返
し
、
優

良
な
春
芽
の
発
生
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

◆
八
朔

　
大
木
は
作
業
性
が
悪
い
の
で
樹
高
を
低
く
し

ま
し
ょ
う
。
樹
高
短
縮
す
る
場
合
は
、
３
年
く

ら
い
か
け
て
徐
々
に
短
縮

し
ま
し
ょ
う
。
黒
点
病
・

流
れ
ヤ
ケ
防
止
に
花
母
枝

を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

◆
は
る
み

　
隔
年
結
果
防
止
目
的
に
半
樹
摘
果
を
さ
れ
た

園
地
で
は
、
令
和
７
年
度
着
果
側
の
枝
の
切
返

し
が
重
要
で
す
。
鉛
筆
以
上
の
枝
ま
で
切
り
返

し
、
充
実
し
た
春
芽
の
発
生
を
促
し
ま
す
。
令

和
８
年
度
、
果
実
を
生
ら
せ
る
側
は
軽
い
間
引

き
剪
定
を
行
い
、
花
ボ
ケ
を
防
ぐ
た
め
数
カ
所

だ
け
強
い
切
り
返
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
レ
モ
ン

　
夏
秋
梢
は
、
か
い
よ
う
病
拡
大
原
因
に
な
る

の
で
全
て
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
正
品
率
を
高
め

る
た
め
、
枝
数
を
少
な
く
し
間
隔
を
広
く
取
り

ま
し
ょ
う
。
横
枝
を
長
め
に
と
り
、
や
わ
ら
か

い
樹
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
ハ
ダ
ニ
の
防
除

　
冬
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
て
な
い
園
地
で
は
、

高
度
精
製
マ
シ
ン
油
乳
剤
80
倍（
４
月
は
１
０
０

倍
）を
必
ず
散
布
し
、
ハ
ダ
ニ
の
初
期
発
生
を
抑

え
ま
し
ょ
う
。
散
布
時
は
、
発
芽
促
進
目
的
で

尿
素
３
０
０
倍
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。
発
芽
後

散
布
す
る
場
合
、
尿
素
に
代
え
て
元
気
一
番
な

ど
の
窒
素
系
葉
面
散
布
剤
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

　
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
多
発
園
で
は
、
春
マ
シ
ン
油

散
布
時
に
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
，
０
０
０

倍
を
混
用
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
か
い
よ
う
病
防
除

　
旬
の
平
均
温
度
が
10
℃

を
越
え
る
時
期
か
ら
感
染

が
始
ま
る
の
で
、
時
期
が

遅
れ
な
い
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
ボ

ル
ド
ー
66
Ｄ
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
レ
モ

ン・ネ
ー
ブ
ル
で
は
必
須
作
業
で
す
。（
は
る
み
、

せ
と
か
、
甘
夏
、
冬
橙
な
ど
も
感
染
し
ま
す
）

マ
シ
ン
油
と
２
週
間
程
度
あ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
計
画
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
サ
ビ
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
ダ
ニ

　
昨
年
度
、
サ
ビ
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
ダ
ニ
多
発
園

で
は
、
新
芽
が
５
㎜
程
度
出
た
と
き
に
イ
オ
ウ

フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
し
、
初
期
発
生
を
抑
え
ま

し
ょ
う
。

◆
ク
ワ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ（
毛
虫
）

　
新
芽
や
花
を
食
害
さ
れ
る
の
で
、
発
生
が
見

ら
れ
る
場
合
は
エ
ク
シ
レ
ル
Ｓ
Ｅ
や
オ
リ
オ
ン

水
和
剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

柑
　橘

▲ヤノネカイガ
ラムシ

▲サンホーゼカ
イガラムシ▲かいよう病斑

▲みかんの花が着く枝：
結果母枝（前年発生した
春枝）

▲果梗枝：本年新梢（来
年の結果母枝）が発生す
る場所

剪定で一番に切る枝は①強い返り枝！
①強い返り枝を切ると、薬剤がかかりやすくなります。

横：縦＝10：6
地すり枝⑧ 下垂枝⑦

平行枝⑤

飛び枝②

強い返り枝①
弱い返り枝

二又枝⑥

亜主枝

斜向枝③

主枝

立ち枝④

図１　間引きをするじゃま枝

▲流れヤケ

JAカードを紛失されたら 直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル　 0120-159674（24時間受付、年中無休）　 0120-159674（24時間受付、年中無休）5



【
春
肥
の
施
用
】

　
春
肥
は
、
春
芽
の
充
実
や
緑
化
促
進
な
ど
初

期
成
育
に
必
要
な
肥
料
で
す
。
予
想
収
量
に
応

じ
、
適
量
施
肥
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
苗
木
の
植
え
付
け
】

　
苗
木
を
植
栽
す
る
際
は
、
間
伐
後
４
ｍ
×
４

ｍ
に
な
る
よ
う
し
ま
す
。
八
朔
や
レ
モ
ン
の
様

に
大
木
に
な
る
品
種
は
、
間
伐
後
５
・
５
〜
６

ｍ
に
な
る
よ
う
に
植
栽
し
ま
す
。

① 

苗
木
が
来
た
ら
根
の
土
を
落
と
し
、
水
で
洗

い
流
し
て
一
昼
夜
水
に
つ
け
ま
す
。

② 

苗
木
は
、
接
ぎ
木
部
か
ら
30
〜
35
㎝（
レ
モ

ン
は
40
㎝
）で
切
り
返
し
、
傷
つ
い
た
根
は

切
り
、
根
を
広
げ
て
植
え
ま
す
。
そ
の
後
、

灌
水
し
ま
す
。
灌
水
が
終
わ
る
と
土
が
下
が

る
の
で
、
再
度
、
土
を
か
け
ま
す
。

③ 

カ
ラ
タ
チ
部
分
が
地
表
に
出
る
よ
う
に
植
え

ま
し
ょ
う
。
乾
燥
防
止
に
黒
ポ
リ
マ
ル
チ
で

被
覆
し
、
支
柱
も
立
て
ま
し
ょ
う
。

【
灌
水
】

　
３
月
か
ら
発
芽
期
の
乾
燥
は
、
芽
立
ち
を
悪

く
し
ま
す
。ま
た
、レ
モ
ン
で
は
不
完
全
花（
子

房
の
無
い
花
）が
増
加
し
、
着
果
不
良
に
な
り

ま
す
。
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
、
た
っ
ぷ
り
灌

水
し
ま
し
ょ
う
。

【
除
草
】

　
地
温
の
上
昇
と
養
分
競
合
防
止
目
的
で
除
草

を
実
施
し
ま
す
。

【
共
通
の
管
理
】

　
寒
さ
が
和
ら
い
で
く
る
と
樹
液
の
流
動
が
活

発
に
な
り
、新
根
の
成
長
も
活
発
と
な
り
ま
す
。

発
芽
期
の
防
除
は
、
今
後
の
病
気
発
生
の
リ
ス

ク
を
抑
え
る
た
め
に
も
適
期
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
休
眠
期
防
除

　
春
先
は
一
時
的
に
寒
波
の
到
来
が
あ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
低
温
障
害
、
降
雪
対
策
を
と
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
休
眠
期
防
除
が
ま
だ
の
場
合
は
、
発
芽
前
に

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
春
先
の
乾
燥
に
注
意

　
落
葉
果
樹
の
根
は
、
２
月
中
下
旬
ご
ろ
よ
り

伸
長
を
始
め
、
養
水
分
を
吸
収
し
、
貯
蔵
養
分

の
流
動
を
促
し
、
発
芽
に
備
え
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
灌
水
は
、
肥
料
の
分
解
促
進
、

根
の
伸
長
促
進
、
養
分
吸
収
の
促
進
な
ど
、
果

樹
の
初
期
生
育
を
助
け
ま
す
。

　
発
芽
前
の
乾
燥
は
、発
芽
の
遅
れ
や
不
揃
い
の

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、１

回
当
た
り
20
〜
30
㎜
程
度
の
灌
水
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
敷
ワ
ラ

　
早
く
敷
く
と
地
温
が
上
が
ら
ず
、
萌
芽
が
遅

れ
、
霜
害
を
受
け
や
す
く
な
る
の
で
５
月
に

入
っ
て
か
ら
敷
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ど
う

【
ハ
ウ
ス
栽
培（
加
温
栽
培
〜
無
加
温
栽
培
）】

◆
被
覆
〜
萌
芽
期

　
萌
芽
ま
で
は
た
っ
ぷ
り
と
灌
水
を
行
い
、
養

分
吸
収
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
芽
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
定
期
的
に
枝
灌
水
を

行
い
、発
芽
を
揃
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
萌
芽
期
〜
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
前

　
萌
芽
期
か
ら
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
ま

で
は
、
や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
て
新
梢
の
徒

長
を
抑
制
し
、根
の
活
性
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

　
昼
間
の
高
温
や
夜
間
の
低
温
が
花
穂
の
発
達

を
悪
く
し
ま
す
。温
度
計
を
棚
面
の
少
し
上（
葉

の
有
る
あ
た
り
）に
設
置
し
て
、
最
高
を
30
℃
、

最
低
は
10
℃
を
目
安
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
の
弱
い
園
や
、昨
年
の
結
果
量
が
多
か
っ

た
園
で
は
、
チ
ッ
素
成
分
中
心
の
液
肥
を
定
期

的
に
散
布
し
、
初
期
成
育
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　
園
内
の
枝
の
伸
び
方
を
見
な
が
ら
新
梢
の
整

理
を
行
い
、
園
内
が
繁
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
芽
か
ぎ
は
、
必
要
芽
数（
新
梢
数
）・
樹
勢
・

配
置
を
考
慮
し
な
が
ら
、
生
育
の
揃
っ
た
芽
を

残
す
よ
う
、
数
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
新
梢
の
樹
勢
が
強
い
場
合
は
誘
引
を
行
い
、

先
端
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
花
穂
に
流
れ
る

養
分
の
量
を
増
や
し
充
実
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
期

　
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
は
、
昼
夜
の

温
度
を
低
め
に
管
理
し
、
処
理
後
摘
心
を
行
い

し
っ
か
り
と
灌
水
を
行
っ
て
、
着
粒
の
安
定
と

初
期
肥
大
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
１
回
目
処
理
時
に
は
、
効
き
を
良
く
す
る
た

め
に
十
分
な
湿
度
が
必
要
で
す
。
乾
燥
時
に
は

散
水
を
行
い
、湿
度
を
上
げ
て
か
ら
処
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
逆
に
、
２
回
目
処
理
の
時
に
は
、

薬
害（
ジ
ベ
焼
け
）を
防
ぐ
た
め
、
晴
天
時
に
風

通
し
を
良
く
し
て
処
理
し
、
房
を
振
る
う
な
ど

し
て
処
理
液
を
よ
く
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
は
や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
、

２
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
か
ら
温
度
を
上

げ
た
っ
ぷ
り
灌
水
を
行
い
、
果
粒
の
初
期
肥
大

（
細
胞
分
裂
）を
促
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
の
多
湿
は
、灰
色
か
び
病
の
発
生

を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
に
花
穂
の
整
形
と
房
数
の
整
理

を
行
い
、
着
荷
量
の
調
整
を
早
め
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
露
地
栽
培（
芽
袋・ト
ン
ネ
ル・完
全
露
地
）】

◆
灌
水

　
発
芽
前
に
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
灌

水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
芽
袋

　
３
月
中
旬
か
ら
芽
袋
を
か
け
て
、
展
葉
４
〜

５
枚
ご
ろ
に
は
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

降
は
、
新
梢
が
徒
長
す
る
だ
け
で
生
育
の
促
進

落
葉
果
樹

▲秋の状態
この時に駆除してお
くのも重要

は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　
霜
害
は
、乾
燥
し
閉
め
切
っ
た
芽
袋
内
の
方
が

被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ち
じ
く

◆
圃
場
の
改
善

　
水
は
け
の
悪
い
園
地
で
は
、
溝
切
り
の
実
施

や
明
渠
等
を
設
け
、排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
水
は
け
の
悪
い
圃
場
で
は
、
生
育
が
悪
く
な

り
場
合
に
よ
っ
て
は
樹
が
枯
れ
ま
す
。

◆
園
内
清
掃

　
剪
定
枝
や
葉
・
残
果
等
は
、
病
害
虫
の
発
生

源
と
な
り
ま
す
の
で
、
か
き
集
め
て
園
外
に
持

ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ケ
ム
シ

　
山
際
、
雑
木
樹
の
周
辺
園
で
は
、
ケ
ム
シ
に

よ
る
新
梢
の
食
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
発

生
し
た
場
合
は
殺
虫
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。園
内
の
雑
草
に
も
寄
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

除
草
作
業
も
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
も

　
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
は
開
花
期
で
す
。
花

粉
の
な
い
品
種
は
受
粉
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
花
粉
の
付
き
の
よ
い
品
種
は
摘
蕾
・
摘
花

を
し
、貯
蔵
用
分
の
浪
費
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
果
実
の
肥
大
が
始
ま
っ
て
く
る
の
で
、
乾
燥

が
続
く
場
合
は
、
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
ケ
ム
シ
類
、
縮
葉
病
、
せ
ん

孔
細
菌
病
、
灰
星
病
、
黒
星
病
、
果
実
赤
点
病

　
除
々
に
暖
か
な
日
が
多
く
な
り
、
種
ま
き
、

植
付
け
な
ど
野
菜
作
り
が
忙
し
く
な
っ
て
き
ま

す
が
、
上
手
に
育
て
る
に
は
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
畑
の
準
備
と
葉
根
菜
類
の
種

ま
き
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
春
植
え
野
菜
の
準
備
】

◆
土
づ
く
り

　
牛
糞
堆
肥
や
バ
ー
ク
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を

十
分
に
施
用
し
、深
く
耕
し
ま
す
。有
機
物
の
働

き
に
よ
り
、
土
壌
中
の
土
と
空
気
と
水
の
バ
ラ

ン
ス
が
植
物
の
生
育
に
合
う
よ
う
に
改
善
さ
れ

ま
す
。堆
肥
類
は
完
熟
の
も
の
を
用
い
ま
し
ょ
う
。

◆
排
水
対
策

　
降
雨
後
に
水
が
た
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

周
囲
に
排
水
溝
を
設
け
る
こ
と
や
、
水
の
流
入

を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
土
壌
の
酸
度
調
整

　
降
雨
や
肥
料
の
施
用
後
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
土
壌
は
酸
性
に
傾
き
ま
す
。

　
野
菜
は
６
〜
６
・
５
の
弱
酸
性
の
土
壌
を
好

む
も
の
が
多
く
、
ｐ
Ｈ
を
調
整
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ｐ
Ｈ
の
調
整
に
は
石
灰
資
材
を
使
用
し
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
植
付
け
前
に
土
壌
診
断
を
し

て
施
用
量
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

◆
元
肥
の
施
用
量
に
つ
い
て

　
前
作
か
ら
土
壌
に
ど
の
く
ら
い
肥
料
分
が

残
っ
て
い
る
か
考
慮
し
て
元
肥
の
投
入
量
を
決

定
し
ま
し
ょ
う
。

◆
地
温
の
確
保

　
気
温
が
低
い
時
期
に
定
植
す
る
に
は
、
地
温

を
い
か
に
高
め
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
地
温
を
高
め
て
生
育
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
畝
や
野
菜
の
株
元
の
土
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

フ
ィ
ル
ム
な
ど
で
覆
う
栽
培
を
マ
ル
チ
栽
培
と

い
い
ま
す
。

　
マ
ル
チ
と
ト
ン
ネ
ル
栽
培
を
合
わ
せ
る
と
さ

ら
に
早
い
時
期
に
種
ま
き
や
定
植
が
で
き
ま
す
。

　
早
い
時
期
の
定
植
は
、
地
温
上
昇
効
果
が
一

番
大
き
い
透
明
マ
ル
チ
を
使
用
し
ま
す
。

　
但
し
、
透
明
マ
ル
チ
は
雑
草
が
生
え
や
す
い

難
点
が
あ
り
ま
す
。

　
黒
マ
ル
チ
は
地
温
上
昇
に
は
劣
り
ま
す
が
、

雑
草
が
生
え
に
く
い
特
長
が
あ
り
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　
マ
ル
チ
は
雨
上
が
り
の
後
な
ど
、
十
分
土
が

湿
っ
た
後
に
被
覆
し
ま
し
ょ
う
。

【
葉
根
菜
類
の
種
ま
き
】

　
お
彼
岸
か
ら
桜
咲
く
こ
ろ
に
か
け
て
、
ミ
ズ

ナ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
コ
カ
ブ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
種
ま
き

が
で
き
ま
す
。

◆
畑
の
準
備

　
種
ま
き
１
カ
月
前
を
目
安
に
、
１
㎡
当
た
り

完
熟
堆
肥
２
ｋｇ
、
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
施

用
し
て
深
耕
し
ま
す
。

　
基
肥
と
し
て
、
野
菜
有
機
１
８
９
を
１
㎡
当

た
り
１
０
０
ｇ
施
用
し
ま
す
。

◆
種
ま
き

　
畝
立
て
後
、凸
凹
の
な
い
ま
き
溝
を
つ
く
り
、

間
隔
１
㎝
程
度
の
条
ま
き
、
も
し
く
は
10
〜
15

㎝
の
間
隔
で
点
ま
き
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
気
温
が
低
い

場
合
は
、
パ
オ

パ
オ
な
ど
の
べ

た
掛
け
資
材
を

利
用
す
る
と
発

芽
や
生
育
が
よ

く
な
り
ま
す
。

◆
間
引
き

　
２
〜
３
回
間
引
き
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
最
終
的
な
株
間
は
、
ミ
ズ
ナ
・
シ
ュ
ン
ギ
ク

は
15
〜
20
㎝
、
小
カ
ブ
は
10
㎝
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
・
コ
マ
ツ
ナ
・
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
５
〜
７
㎝

と
し
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　
発
芽
を
揃
え
る
に
は
、
初
期
の
水
分
管
理
が

重
要
で
す
。
畝
立
て
前
、
種
ま
き
前
に
十
分
灌

水
し
て
、
覆
土
の
上
に
モ
ミ
ガ
ラ
な
ど
を
ま
く

と
乾
燥
を
防
げ
ま
す
。

▲桃 アブラムシ

▲縮葉病

家
庭
菜
園

条まき
１㎝程度

10～15㎝

15～20㎝ 高さ10㎝

うね幅120～150㎝

天まきで
３～４粒を
播種して
もよい

覆土後、板などで
よく鎮圧して、
土壌水分が逃げない
ようにする

（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173 6



【
春
肥
の
施
用
】

　
春
肥
は
、
春
芽
の
充
実
や
緑
化
促
進
な
ど
初

期
成
育
に
必
要
な
肥
料
で
す
。
予
想
収
量
に
応

じ
、
適
量
施
肥
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
苗
木
の
植
え
付
け
】

　
苗
木
を
植
栽
す
る
際
は
、
間
伐
後
４
ｍ
×
４

ｍ
に
な
る
よ
う
し
ま
す
。
八
朔
や
レ
モ
ン
の
様

に
大
木
に
な
る
品
種
は
、
間
伐
後
５
・
５
〜
６

ｍ
に
な
る
よ
う
に
植
栽
し
ま
す
。

① 

苗
木
が
来
た
ら
根
の
土
を
落
と
し
、
水
で
洗

い
流
し
て
一
昼
夜
水
に
つ
け
ま
す
。

② 

苗
木
は
、
接
ぎ
木
部
か
ら
30
〜
35
㎝（
レ
モ

ン
は
40
㎝
）で
切
り
返
し
、
傷
つ
い
た
根
は

切
り
、
根
を
広
げ
て
植
え
ま
す
。
そ
の
後
、

灌
水
し
ま
す
。
灌
水
が
終
わ
る
と
土
が
下
が

る
の
で
、
再
度
、
土
を
か
け
ま
す
。

③ 

カ
ラ
タ
チ
部
分
が
地
表
に
出
る
よ
う
に
植
え

ま
し
ょ
う
。
乾
燥
防
止
に
黒
ポ
リ
マ
ル
チ
で

被
覆
し
、
支
柱
も
立
て
ま
し
ょ
う
。

【
灌
水
】

　
３
月
か
ら
発
芽
期
の
乾
燥
は
、
芽
立
ち
を
悪

く
し
ま
す
。ま
た
、レ
モ
ン
で
は
不
完
全
花（
子

房
の
無
い
花
）が
増
加
し
、
着
果
不
良
に
な
り

ま
す
。
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
、
た
っ
ぷ
り
灌

水
し
ま
し
ょ
う
。

【
除
草
】

　
地
温
の
上
昇
と
養
分
競
合
防
止
目
的
で
除
草

を
実
施
し
ま
す
。

【
共
通
の
管
理
】

　
寒
さ
が
和
ら
い
で
く
る
と
樹
液
の
流
動
が
活

発
に
な
り
、新
根
の
成
長
も
活
発
と
な
り
ま
す
。

発
芽
期
の
防
除
は
、
今
後
の
病
気
発
生
の
リ
ス

ク
を
抑
え
る
た
め
に
も
適
期
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
休
眠
期
防
除

　
春
先
は
一
時
的
に
寒
波
の
到
来
が
あ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
低
温
障
害
、
降
雪
対
策
を
と
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
休
眠
期
防
除
が
ま
だ
の
場
合
は
、
発
芽
前
に

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
春
先
の
乾
燥
に
注
意

　
落
葉
果
樹
の
根
は
、
２
月
中
下
旬
ご
ろ
よ
り

伸
長
を
始
め
、
養
水
分
を
吸
収
し
、
貯
蔵
養
分

の
流
動
を
促
し
、
発
芽
に
備
え
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
灌
水
は
、
肥
料
の
分
解
促
進
、

根
の
伸
長
促
進
、
養
分
吸
収
の
促
進
な
ど
、
果

樹
の
初
期
生
育
を
助
け
ま
す
。

　
発
芽
前
の
乾
燥
は
、発
芽
の
遅
れ
や
不
揃
い
の

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、１

回
当
た
り
20
〜
30
㎜
程
度
の
灌
水
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
敷
ワ
ラ

　
早
く
敷
く
と
地
温
が
上
が
ら
ず
、
萌
芽
が
遅

れ
、
霜
害
を
受
け
や
す
く
な
る
の
で
５
月
に

入
っ
て
か
ら
敷
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ど
う

【
ハ
ウ
ス
栽
培（
加
温
栽
培
〜
無
加
温
栽
培
）】

◆
被
覆
〜
萌
芽
期

　
萌
芽
ま
で
は
た
っ
ぷ
り
と
灌
水
を
行
い
、
養

分
吸
収
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
芽
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
定
期
的
に
枝
灌
水
を

行
い
、発
芽
を
揃
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
萌
芽
期
〜
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
前

　
萌
芽
期
か
ら
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
ま

で
は
、
や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
て
新
梢
の
徒

長
を
抑
制
し
、根
の
活
性
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

　
昼
間
の
高
温
や
夜
間
の
低
温
が
花
穂
の
発
達

を
悪
く
し
ま
す
。温
度
計
を
棚
面
の
少
し
上（
葉

の
有
る
あ
た
り
）に
設
置
し
て
、
最
高
を
30
℃
、

最
低
は
10
℃
を
目
安
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
の
弱
い
園
や
、昨
年
の
結
果
量
が
多
か
っ

た
園
で
は
、
チ
ッ
素
成
分
中
心
の
液
肥
を
定
期

的
に
散
布
し
、
初
期
成
育
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　
園
内
の
枝
の
伸
び
方
を
見
な
が
ら
新
梢
の
整

理
を
行
い
、
園
内
が
繁
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
芽
か
ぎ
は
、
必
要
芽
数（
新
梢
数
）・
樹
勢
・

配
置
を
考
慮
し
な
が
ら
、
生
育
の
揃
っ
た
芽
を

残
す
よ
う
、
数
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
新
梢
の
樹
勢
が
強
い
場
合
は
誘
引
を
行
い
、

先
端
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
花
穂
に
流
れ
る

養
分
の
量
を
増
や
し
充
実
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
期

　
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
は
、
昼
夜
の

温
度
を
低
め
に
管
理
し
、
処
理
後
摘
心
を
行
い

し
っ
か
り
と
灌
水
を
行
っ
て
、
着
粒
の
安
定
と

初
期
肥
大
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
１
回
目
処
理
時
に
は
、
効
き
を
良
く
す
る
た

め
に
十
分
な
湿
度
が
必
要
で
す
。
乾
燥
時
に
は

散
水
を
行
い
、湿
度
を
上
げ
て
か
ら
処
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
逆
に
、
２
回
目
処
理
の
時
に
は
、

薬
害（
ジ
ベ
焼
け
）を
防
ぐ
た
め
、
晴
天
時
に
風

通
し
を
良
く
し
て
処
理
し
、
房
を
振
る
う
な
ど

し
て
処
理
液
を
よ
く
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
は
や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
、

２
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
か
ら
温
度
を
上

げ
た
っ
ぷ
り
灌
水
を
行
い
、
果
粒
の
初
期
肥
大

（
細
胞
分
裂
）を
促
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
の
多
湿
は
、灰
色
か
び
病
の
発
生

を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
に
花
穂
の
整
形
と
房
数
の
整
理

を
行
い
、
着
荷
量
の
調
整
を
早
め
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
露
地
栽
培（
芽
袋・ト
ン
ネ
ル・完
全
露
地
）】

◆
灌
水

　
発
芽
前
に
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
灌

水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
芽
袋

　
３
月
中
旬
か
ら
芽
袋
を
か
け
て
、
展
葉
４
〜

５
枚
ご
ろ
に
は
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

降
は
、
新
梢
が
徒
長
す
る
だ
け
で
生
育
の
促
進

落
葉
果
樹

▲秋の状態
この時に駆除してお
くのも重要

は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　
霜
害
は
、乾
燥
し
閉
め
切
っ
た
芽
袋
内
の
方
が

被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ち
じ
く

◆
圃
場
の
改
善

　
水
は
け
の
悪
い
園
地
で
は
、
溝
切
り
の
実
施

や
明
渠
等
を
設
け
、排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
水
は
け
の
悪
い
圃
場
で
は
、
生
育
が
悪
く
な

り
場
合
に
よ
っ
て
は
樹
が
枯
れ
ま
す
。

◆
園
内
清
掃

　
剪
定
枝
や
葉
・
残
果
等
は
、
病
害
虫
の
発
生

源
と
な
り
ま
す
の
で
、
か
き
集
め
て
園
外
に
持

ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ケ
ム
シ

　
山
際
、
雑
木
樹
の
周
辺
園
で
は
、
ケ
ム
シ
に

よ
る
新
梢
の
食
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
発

生
し
た
場
合
は
殺
虫
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。園
内
の
雑
草
に
も
寄
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

除
草
作
業
も
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
も

　
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
は
開
花
期
で
す
。
花

粉
の
な
い
品
種
は
受
粉
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
花
粉
の
付
き
の
よ
い
品
種
は
摘
蕾
・
摘
花

を
し
、貯
蔵
用
分
の
浪
費
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
果
実
の
肥
大
が
始
ま
っ
て
く
る
の
で
、
乾
燥

が
続
く
場
合
は
、
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
ケ
ム
シ
類
、
縮
葉
病
、
せ
ん

孔
細
菌
病
、
灰
星
病
、
黒
星
病
、
果
実
赤
点
病

　
除
々
に
暖
か
な
日
が
多
く
な
り
、
種
ま
き
、

植
付
け
な
ど
野
菜
作
り
が
忙
し
く
な
っ
て
き
ま

す
が
、
上
手
に
育
て
る
に
は
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
畑
の
準
備
と
葉
根
菜
類
の
種

ま
き
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
春
植
え
野
菜
の
準
備
】

◆
土
づ
く
り

　
牛
糞
堆
肥
や
バ
ー
ク
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を

十
分
に
施
用
し
、深
く
耕
し
ま
す
。有
機
物
の
働

き
に
よ
り
、
土
壌
中
の
土
と
空
気
と
水
の
バ
ラ

ン
ス
が
植
物
の
生
育
に
合
う
よ
う
に
改
善
さ
れ

ま
す
。堆
肥
類
は
完
熟
の
も
の
を
用
い
ま
し
ょ
う
。

◆
排
水
対
策

　
降
雨
後
に
水
が
た
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

周
囲
に
排
水
溝
を
設
け
る
こ
と
や
、
水
の
流
入

を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
土
壌
の
酸
度
調
整

　
降
雨
や
肥
料
の
施
用
後
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
土
壌
は
酸
性
に
傾
き
ま
す
。

　
野
菜
は
６
〜
６
・
５
の
弱
酸
性
の
土
壌
を
好

む
も
の
が
多
く
、
ｐ
Ｈ
を
調
整
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ｐ
Ｈ
の
調
整
に
は
石
灰
資
材
を
使
用
し
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
植
付
け
前
に
土
壌
診
断
を
し

て
施
用
量
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

◆
元
肥
の
施
用
量
に
つ
い
て

　
前
作
か
ら
土
壌
に
ど
の
く
ら
い
肥
料
分
が

残
っ
て
い
る
か
考
慮
し
て
元
肥
の
投
入
量
を
決

定
し
ま
し
ょ
う
。

◆
地
温
の
確
保

　
気
温
が
低
い
時
期
に
定
植
す
る
に
は
、
地
温

を
い
か
に
高
め
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
地
温
を
高
め
て
生
育
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
畝
や
野
菜
の
株
元
の
土
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

フ
ィ
ル
ム
な
ど
で
覆
う
栽
培
を
マ
ル
チ
栽
培
と

い
い
ま
す
。

　
マ
ル
チ
と
ト
ン
ネ
ル
栽
培
を
合
わ
せ
る
と
さ

ら
に
早
い
時
期
に
種
ま
き
や
定
植
が
で
き
ま
す
。

　
早
い
時
期
の
定
植
は
、
地
温
上
昇
効
果
が
一

番
大
き
い
透
明
マ
ル
チ
を
使
用
し
ま
す
。

　
但
し
、
透
明
マ
ル
チ
は
雑
草
が
生
え
や
す
い

難
点
が
あ
り
ま
す
。

　
黒
マ
ル
チ
は
地
温
上
昇
に
は
劣
り
ま
す
が
、

雑
草
が
生
え
に
く
い
特
長
が
あ
り
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　
マ
ル
チ
は
雨
上
が
り
の
後
な
ど
、
十
分
土
が

湿
っ
た
後
に
被
覆
し
ま
し
ょ
う
。

【
葉
根
菜
類
の
種
ま
き
】

　
お
彼
岸
か
ら
桜
咲
く
こ
ろ
に
か
け
て
、
ミ
ズ

ナ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
コ
カ
ブ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
種
ま
き

が
で
き
ま
す
。

◆
畑
の
準
備

　
種
ま
き
１
カ
月
前
を
目
安
に
、
１
㎡
当
た
り

完
熟
堆
肥
２
ｋｇ
、
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
施

用
し
て
深
耕
し
ま
す
。

　
基
肥
と
し
て
、
野
菜
有
機
１
８
９
を
１
㎡
当

た
り
１
０
０
ｇ
施
用
し
ま
す
。

◆
種
ま
き

　
畝
立
て
後
、凸
凹
の
な
い
ま
き
溝
を
つ
く
り
、

間
隔
１
㎝
程
度
の
条
ま
き
、
も
し
く
は
10
〜
15

㎝
の
間
隔
で
点
ま
き
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
気
温
が
低
い

場
合
は
、
パ
オ

パ
オ
な
ど
の
べ

た
掛
け
資
材
を

利
用
す
る
と
発

芽
や
生
育
が
よ

く
な
り
ま
す
。

◆
間
引
き

　
２
〜
３
回
間
引
き
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
最
終
的
な
株
間
は
、
ミ
ズ
ナ
・
シ
ュ
ン
ギ
ク

は
15
〜
20
㎝
、
小
カ
ブ
は
10
㎝
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
・
コ
マ
ツ
ナ
・
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
５
〜
７
㎝

と
し
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　
発
芽
を
揃
え
る
に
は
、
初
期
の
水
分
管
理
が

重
要
で
す
。
畝
立
て
前
、
種
ま
き
前
に
十
分
灌

水
し
て
、
覆
土
の
上
に
モ
ミ
ガ
ラ
な
ど
を
ま
く

と
乾
燥
を
防
げ
ま
す
。

▲桃 アブラムシ

▲縮葉病

家
庭
菜
園

条まき
１㎝程度

10～15㎝

15～20㎝ 高さ10㎝

うね幅120～150㎝

天まきで
３～４粒を
播種して
もよい

覆土後、板などで
よく鎮圧して、
土壌水分が逃げない
ようにする

営農相談 農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。
（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　

7
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　１月21日（水）、東尾道経済事業本部で第28
期農業塾開講式を開催し、36名の新規塾生が
新たにスタートを切りました。
　農業塾は、野菜園芸コースと果樹園芸コース
の２コースで、１年間座学や実習を通して農業
の基礎を学びます。講義は営農
指導員をはじめ、JA全農ひろ
しまとも連携して行います。

農業を基礎から学ぶ　第28期農業塾開講

講義を受ける塾生のみなさん

ＪＡ

　１月28日（水）、全農ひろしま主催で県内大学
生がわけぎ農家を訪れ、収穫体験を行いました。
　学生は、生産者からわけぎについての説明を
受けた後、農業をすることになったきっかけな
どについてインタビューを行い、収穫を体験し
たりしました。
　２月20日（金）には、広島駅で行われた「みのり
みのるマルシェ」にて大学生考案の
わけぎ料理の試食会も行われました。

学生と地域をつなぐ　大学生が農業体験

わけぎ農家と大学生のみなさん

地域

　「八朔ゆかりの会」は２月１日（日）、因島田熊
町の因島密厳浄土寺で第４回八朔地蔵加持力法
要を開催し、村上克文経済常務が出席しました。
　同寺は、約160年前に当時の住職が八朔を寺
領で発見したことから八朔発祥の地とされてい
ます。法要は、初朔日に合わせて行
われ、先人の苦労と八朔の恵みに感
謝し、健康と産業発展を祈願しました。

八朔果実に感謝を込めて祈る
「八朔地蔵加持力法要」を因島で開催

八朔果実に感謝を込めて祈る村上常務

地域

農業者を対象とした「農業者年金」は、積み立てた保険料とその運用益を原資とした終身年金です。
税制面の優遇措置も大きいので、ぜひご加入ください。

申込・お問合せ先：JA尾道市金融課　TEL（0848）23-3323

対 象 国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する20歳以上60歳未の農業者
（※令和４年５月１日からは、国民年金の任意加入者であれば65歳まで加入可）

内 容

● 途中脱退しても65歳から年金として生涯支給
● 支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象
● 年金資産の運用益も非課税
● 受け取る年金は、公的年金等控除の対象
● 80歳までに亡くなった場合、死亡一時金（非課税）が遺族に支給

保険料
月額20,000円～67,000円で
希望する額

（1,000円単位）

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

が
ん
こ
ち
ゃ
ん
の
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　JA尾道市女性部木ノ庄西支部は１月27日（火）、木ノ庄西サ
ロンで女性部員、地域の方々が参加し、部員が栽培したもち米
を使って餅つきを行いました。
　参加者は、餅つき機を使ってできあがった餅を手際よく丸め、
白餅とヨモギ餅を作りました。また職員も参加し、女性部員か
ら餅の丸め方を習い一緒に餅つきを楽しみました。

JA尾道市女性部木ノ庄西支部
支部活動で餅つき

職員と一緒に餅を丸める女性部のみなさん

女性部

　JA尾道市女性部美ノ郷支部は２月２日（月）、防災をテーマ
とした支部活動を開催し、紐を使ったボトルホルダーを作りま
した。
　参加者は、自分の好きな色の紐を編みながらみんなで相談し
たり教え合ったりして一人一人自分だけのホルダーを作成しま
した。完成したホルダーは、マイボトルに装着でき、持ち運び
に便利なだけでなく、緊急時には応急手当てや荷物の固定など
幅広く活用できます。

JA尾道市女性部美ノ郷支部
防災ボトルホルダー作り

相談し合う部員のみなさん

女性部

農業者を対象とした「農業者年金」は、積み立てた保険料とその運用益を原資とした終身年金です。
税制面の優遇措置も大きいので、ぜひご加入ください。

申込・お問合せ先：JA尾道市金融課　TEL（0848）23-3323

対 象 国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する20歳以上60歳未の農業者
（※令和４年５月１日からは、国民年金の任意加入者であれば65歳まで加入可）

内 容

● 途中脱退しても65歳から年金として生涯支給
● 支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象
● 年金資産の運用益も非課税
● 受け取る年金は、公的年金等控除の対象
● 80歳までに亡くなった場合、死亡一時金（非課税）が遺族に支給

保険料
月額20,000円～67,000円で
希望する額

（1,000円単位）

JAミックス・ベジタブル FMおのみち79.4MHzにて、毎週金曜日午前10時半からJA尾道市管内の旬な情報をお届けしています。FMおのみち79.4MHzにて、毎週金曜日午前10時半からJA尾道市管内の旬な情報をお届けしています。 8
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　１月21日（水）、東尾道経済事業本部で第28
期農業塾開講式を開催し、36名の新規塾生が
新たにスタートを切りました。
　農業塾は、野菜園芸コースと果樹園芸コース
の２コースで、１年間座学や実習を通して農業
の基礎を学びます。講義は営農
指導員をはじめ、JA全農ひろ
しまとも連携して行います。

農業を基礎から学ぶ　第28期農業塾開講

講義を受ける塾生のみなさん

ＪＡ

　１月28日（水）、全農ひろしま主催で県内大学
生がわけぎ農家を訪れ、収穫体験を行いました。
　学生は、生産者からわけぎについての説明を
受けた後、農業をすることになったきっかけな
どについてインタビューを行い、収穫を体験し
たりしました。
　２月20日（金）には、広島駅で行われた「みのり
みのるマルシェ」にて大学生考案の
わけぎ料理の試食会も行われました。

学生と地域をつなぐ　大学生が農業体験

わけぎ農家と大学生のみなさん

地域

　「八朔ゆかりの会」は２月１日（日）、因島田熊
町の因島密厳浄土寺で第４回八朔地蔵加持力法
要を開催し、村上克文経済常務が出席しました。
　同寺は、約160年前に当時の住職が八朔を寺
領で発見したことから八朔発祥の地とされてい
ます。法要は、初朔日に合わせて行
われ、先人の苦労と八朔の恵みに感
謝し、健康と産業発展を祈願しました。

八朔果実に感謝を込めて祈る
「八朔地蔵加持力法要」を因島で開催

八朔果実に感謝を込めて祈る村上常務

地域

農業者を対象とした「農業者年金」は、積み立てた保険料とその運用益を原資とした終身年金です。
税制面の優遇措置も大きいので、ぜひご加入ください。

申込・お問合せ先：JA尾道市金融課　TEL（0848）23-3323

対 象 国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する20歳以上60歳未の農業者
（※令和４年５月１日からは、国民年金の任意加入者であれば65歳まで加入可）

内 容

● 途中脱退しても65歳から年金として生涯支給
● 支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象
● 年金資産の運用益も非課税
● 受け取る年金は、公的年金等控除の対象
● 80歳までに亡くなった場合、死亡一時金（非課税）が遺族に支給

保険料
月額20,000円～67,000円で
希望する額

（1,000円単位）
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　JA尾道市女性部木ノ庄西支部は１月27日（火）、木ノ庄西サ
ロンで女性部員、地域の方々が参加し、部員が栽培したもち米
を使って餅つきを行いました。
　参加者は、餅つき機を使ってできあがった餅を手際よく丸め、
白餅とヨモギ餅を作りました。また職員も参加し、女性部員か
ら餅の丸め方を習い一緒に餅つきを楽しみました。

JA尾道市女性部木ノ庄西支部
支部活動で餅つき

職員と一緒に餅を丸める女性部のみなさん

女性部

　JA尾道市女性部美ノ郷支部は２月２日（月）、防災をテーマ
とした支部活動を開催し、紐を使ったボトルホルダーを作りま
した。
　参加者は、自分の好きな色の紐を編みながらみんなで相談し
たり教え合ったりして一人一人自分だけのホルダーを作成しま
した。完成したホルダーは、マイボトルに装着でき、持ち運び
に便利なだけでなく、緊急時には応急手当てや荷物の固定など
幅広く活用できます。

JA尾道市女性部美ノ郷支部
防災ボトルホルダー作り

相談し合う部員のみなさん

女性部

農業者を対象とした「農業者年金」は、積み立てた保険料とその運用益を原資とした終身年金です。
税制面の優遇措置も大きいので、ぜひご加入ください。

申込・お問合せ先：JA尾道市金融課　TEL（0848）23-3323

対 象 国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する20歳以上60歳未の農業者
（※令和４年５月１日からは、国民年金の任意加入者であれば65歳まで加入可）

内 容

● 途中脱退しても65歳から年金として生涯支給
● 支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象
● 年金資産の運用益も非課税
● 受け取る年金は、公的年金等控除の対象
● 80歳までに亡くなった場合、死亡一時金（非課税）が遺族に支給

保険料
月額20,000円～67,000円で
希望する額

（1,000円単位）

農産物直売所 ええじゃん尾道 尾道店･向島店 地域の“旬”と“うまい”をお届けします。地域の“旬”と“うまい”をお届けします。
尾道店 ☎0848-55-9048 午前9時から午後6時まで営業　向島店 ☎0848-20-6008 午前9時から正午まで営業尾道店 ☎0848-55-9048 午前9時から午後6時まで営業　向島店 ☎0848-20-6008 午前9時から正午まで営業

9



あなたの自慢の農産物を「 ええじゃん尾道 」で販売してみませんか
JA尾道市管内で育てた
農産物·花卉を出荷できる方

産直センター
TEL 0848-20-2811

●詳しくはお問い合わせください

ええじゃん尾道「 尾道店 」
【 場 所 】
【 T E L 】
【営業時間】
【定 休 日】

尾道市東尾道13-1（JA尾道市東尾道経済事業本部内）
0848-55-9048
AM9：00～ PM6：00
年中無休（ただし年末年始は除く）

ええじゃん尾道「 向島店 」
【 場 所 】
【 T E L 】
【営業時間】
【定 休 日】

尾道市向島町5863-1（JA尾道市向島営農センター隣）
0848-20-6008
AM9：00～正午
年中無休（ただし年末年始は除く）

心と体を支える食は大切です
みなさまの食生活が より豊かになりますように

JA尾道市農産物直売所

出荷者募集中
農産物

キャッシュカードを紛失されたら 直ちに下記までご連絡ください。（営業日につきましては発行された支店窓口へ）直ちに下記までご連絡ください。（営業日につきましては発行された支店窓口へ）
（夜間18：00～21：00、土曜８：45～20：00、日祝日８：45～19：00（夜間18：00～21：00、土曜８：45～20：00、日祝日８：45～19：00　 0120-577931）　 0120-577931）
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JA尾道市農産物直売所

出荷者募集中
農産物

やすらぎ会館 まごころ込めて心に残る葬儀をお手伝いさせていただきます。葬儀、搬送車のご用命はまごころ込めて心に残る葬儀をお手伝いさせていただきます。葬儀、搬送車のご用命は　 0120-560948（24時間受付）  　 0120-560948（24時間受付）  
（やすらぎ会館東尾道）☎0848-46-1150　（やすらぎ会館みつぎ）☎0848-77-0848（やすらぎ会館東尾道）☎0848-46-1150　（やすらぎ会館みつぎ）☎0848-77-0848
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令和８年３月23日より 営業スケジュールを変更します。

組合員 ・利用者　各位

移動金融店舗車
営 業 ス ケ ジ ュ ー ル

令和８年３月23日～

 ＊上記スケジュールで運行いたしますので、ご利用ください。
＊ 大規模災害の発生時に、近隣JAよりJAバンク金融機能維持にかかる

活動要請があった場合は運休となります。

月曜日
場 　 所 旧 久 山 田 出 張 所 旧 三 庄 出 張 所

営業時間 9：30～11：00 13：30～15：00

金曜日
場 　 所 旧 百 島 出 張 所

営業時間 10：45～12：30

火曜日
場 　 所 旧 津 名 事 務 所 旧 吉 川 事 務 所

営業時間 10：20～11：50 13：30～15：00

木曜日
場 　 所 旧 大 見 事 務 所 旧 東 事 務 所

営業時間 10：00～11：30 13：30～15：00

水曜日
場 　 所 旧 東 生 口 出 張 所 旧 大 浜 出 張 所

営業時間 10：00～11：30 13：30～15：00

はっさくゼリー はっさく発祥の地、因島のはっさくの果肉が入ったさっぱりとした味わいのゼリーです。はっさく発祥の地、因島のはっさくの果肉が入ったさっぱりとした味わいのゼリーです。
ご注文は「はっさくゼリーセンター」へご注文は「はっさくゼリーセンター」へ　 0120-839041　 0120-839041
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令和８年３月23日より 営業スケジュールを変更します。

組合員 ・利用者　各位

移動金融店舗車
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令和８年３月23日～

 ＊上記スケジュールで運行いたしますので、ご利用ください。
＊ 大規模災害の発生時に、近隣JAよりJAバンク金融機能維持にかかる

活動要請があった場合は運休となります。
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火曜日
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木曜日
場 　 所 旧 大 見 事 務 所 旧 東 事 務 所

営業時間 10：00～11：30 13：30～15：00
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場 　 所 旧 東 生 口 出 張 所 旧 大 浜 出 張 所

営業時間 10：00～11：30 13：30～15：00

はっさくシャーベット はっさくの爽やかな酸味や程よい苦味はそのままに、凍らせることでシャリシャリとした食感が楽しめます。はっさくの爽やかな酸味や程よい苦味はそのままに、凍らせることでシャリシャリとした食感が楽しめます。13



健康だより
クロスワード ●出題：ニコリパズル はっさくゼリー・

シャーベットセット
７名様にプレゼント！

今月の
プレゼント

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ
①  お雛様にひな――をお供えした
②  力士が土俵にまくもの
③  オーストリアの首都
④  眉間に寄せるもの
⑤  スケジュール帳に書き込みます
⑦  ――は小説よりも奇なり
⑩  ――、雷、火事、親父

⑫  タロットカードや水晶玉などを使っておこ
ないます

⑬  出身校をこういうことも
⑭  パーが紙ならチョキは
⑰  ショートケーキの真っ赤な彩り果実
⑲  鳴門海峡には大きなものが発生
⑳  神社の参拝時に鳴らすこともあります

タテのカギ
②  卒業生代表が壇上で卒業――を受け取った
⑥  チューナーで選局して聞きます
⑧  わんこそばやじゃじゃ麺で知られる県
⑨  精算するために並びます
⑩  アルファベットの７番目
⑪  通知表ともいいます

⑮  走ること。ウイニング――
⑯  日本庭園の池に似合う魚
⑱  熱波師が活躍しているところもあります
⑳  糖度計の――を読み取った
㉑  夫婦――で旅行に行った

A CB E
答え

応募方法
はがきにパズルの答え、住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きのうえご応募ください。正解者の中から抽選で、
7名様に賞品を進呈します。

※ お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの抽選•当選発表•
お便りの発表以外には使用いたしません。

締め切り ３月末日　必着

あ て 先 〒722-0014　尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  企画課

A
サ

C
ガ

B
ン

D
ニ

E
チ

１月号の解答

D

１月号クロスワード当選者

尾道市栗原町 福島　民子さん
尾道市高須町 山本　あかねさん
尾道市原田町 佐藤　千恵美さん
尾道市御調町 藤井　寛紀さん
尾道市向島町 神原　敬子さん
尾道市因島三庄町 山内　芳子さん
世羅郡世羅町 福本　アヤ子さん

（応募総数106通） 解答：サンガニチ

とっておきレシピ 菜の花のパスタ
材 料 〈４人分〉
● パスタ（オレッキエッテ） 
  240g
●菜の花   200g
●オリーブ油   大さじ３
● ニンニク（みじん切り） 
  大さじ３（20g）
●赤唐辛子   ３本
●パセリ（みじん切り）   少々

作り方
❶ 大きい鍋にたっぷりの湯を沸かす。湯に対し
て１%の重さの塩（材料外）を加え、パスタを
ゆでる。

❷ 菜の花は長さ３cm程度に切り、パスタがゆ
で上がる２分前に鍋に入れて一緒にゆでる。
ゆで汁は少量取っておく。

❸ フライパンにオリーブ油、ニンニク、種を取っ
て刻んだ赤唐辛子を入れ、弱火にかけて香り
を出す。ゆで上がったパスタと菜の花、取っ
ておいたゆで汁を加えてしっかりと炒め合わ
せる。

❹ 皿に盛り付け、パセリを散らして出来上がり。

赤堀料理学園校長
赤堀博美

旬の菜の花とオレッキエッテ（耳たぶの形のようなパスタ）を使った一皿
です。ゆで汁は少量取っておいてソースに加えると、でんぷんが乳化剤
の役割を果たし、味が良くなじみおいしくなります。

POINT

ええJAん!おのみち

理事会
だより

開催日
令和８年２月25日（水）

● 第１号議案  令和８年度機構改革について
● 第２号議案  常例検査に係る「検査結果の通知事項

に対する改善状況報告」について
● 第３号議案  総代選挙の実施について
● 第４号議案  令和９年度（2027年度）新規職員採用

方針について
● 第５号議案  組合員の出資口数の減少について

審議事項

　広報誌３月号をお読みいただきありがとうございま
す。今回は今年度の特集を振り返りました。振り返ると
色々な１年だったと感じます。来年度も変わ
らず、JA尾道市をよろしくお願いいたします。

編集後記 第25回

※理事会議事録は、各支店に備え置きしております。 お願い JAへお電話をいただく際には、番号をお間違えのないようお願いいたします。JAへお電話をいただく際には、番号をお間違えのないようお願いいたします。 14



健康だより
クロスワード ●出題：ニコリパズル はっさくゼリー・

シャーベットセット
７名様にプレゼント！

今月の
プレゼント

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ
①  お雛様にひな――をお供えした
②  力士が土俵にまくもの
③  オーストリアの首都
④  眉間に寄せるもの
⑤  スケジュール帳に書き込みます
⑦  ――は小説よりも奇なり
⑩  ――、雷、火事、親父

⑫  タロットカードや水晶玉などを使っておこ
ないます

⑬  出身校をこういうことも
⑭  パーが紙ならチョキは
⑰  ショートケーキの真っ赤な彩り果実
⑲  鳴門海峡には大きなものが発生
⑳  神社の参拝時に鳴らすこともあります

タテのカギ
②  卒業生代表が壇上で卒業――を受け取った
⑥  チューナーで選局して聞きます
⑧  わんこそばやじゃじゃ麺で知られる県
⑨  精算するために並びます
⑩  アルファベットの７番目
⑪  通知表ともいいます

⑮  走ること。ウイニング――
⑯  日本庭園の池に似合う魚
⑱  熱波師が活躍しているところもあります
⑳  糖度計の――を読み取った
㉑  夫婦――で旅行に行った

A CB E
答え

応募方法
はがきにパズルの答え、住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きのうえご応募ください。正解者の中から抽選で、
7名様に賞品を進呈します。

※ お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの抽選•当選発表•
お便りの発表以外には使用いたしません。

締め切り ３月末日　必着

あ て 先 〒722-0014　尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  企画課

A
サ

C
ガ

B
ン

D
ニ

E
チ

１月号の解答

D

１月号クロスワード当選者

尾道市栗原町 福島　民子さん
尾道市高須町 山本　あかねさん
尾道市原田町 佐藤　千恵美さん
尾道市御調町 藤井　寛紀さん
尾道市向島町 神原　敬子さん
尾道市因島三庄町 山内　芳子さん
世羅郡世羅町 福本　アヤ子さん

（応募総数106通） 解答：サンガニチ

とっておきレシピ 菜の花のパスタ
材 料 〈４人分〉
● パスタ（オレッキエッテ） 
  240g
●菜の花   200g
●オリーブ油   大さじ３
● ニンニク（みじん切り） 
  大さじ３（20g）
●赤唐辛子   ３本
●パセリ（みじん切り）   少々

作り方
❶ 大きい鍋にたっぷりの湯を沸かす。湯に対し
て１%の重さの塩（材料外）を加え、パスタを
ゆでる。
❷ 菜の花は長さ３cm程度に切り、パスタがゆ
で上がる２分前に鍋に入れて一緒にゆでる。
ゆで汁は少量取っておく。
❸ フライパンにオリーブ油、ニンニク、種を取っ
て刻んだ赤唐辛子を入れ、弱火にかけて香り
を出す。ゆで上がったパスタと菜の花、取っ
ておいたゆで汁を加えてしっかりと炒め合わ
せる。
❹ 皿に盛り付け、パセリを散らして出来上がり。

赤堀料理学園校長
赤堀博美

旬の菜の花とオレッキエッテ（耳たぶの形のようなパスタ）を使った一皿
です。ゆで汁は少量取っておいてソースに加えると、でんぷんが乳化剤
の役割を果たし、味が良くなじみおいしくなります。

POINT

ええJAん!おのみち

理事会
だより

開催日
令和８年２月25日（水）

● 第１号議案  令和８年度機構改革について
● 第２号議案  常例検査に係る「検査結果の通知事項

に対する改善状況報告」について
● 第３号議案  総代選挙の実施について
● 第４号議案  令和９年度（2027年度）新規職員採用

方針について
● 第５号議案  組合員の出資口数の減少について

審議事項

　広報誌３月号をお読みいただきありがとうございま
す。今回は今年度の特集を振り返りました。振り返ると
色々な１年だったと感じます。来年度も変わ
らず、JA尾道市をよろしくお願いいたします。

編集後記 第25回

※理事会議事録は、各支店に備え置きしております。
15



購買品
今月のオススメ

注文・お問い合わせは下記事業所まで
東尾道営農センター 0848-56-1231TEL 0848-38-2525FAX
尾道北営農センター 0848-29-9611TEL 0848-29-9612FAX 御 調 支 店 0848-76-2242TEL 0848-76-0422FAX
向 島 営 農 センタ ー 0848-44-2106TEL 0848-44-1715FAX
因 島 営 農 センタ ー 0845-25-6161TEL 0845-25-6160FAX
世 羅 営 農 センタ ー 0847-25-5029 TEL 0847-22-3804FAX

浦 崎 支 店 0848-73-3311TEL 0848-73-3313FAX

甲 山 支 店 0847-25-5035TEL 0847-22-5094FAX
世 羅 西 支 店 0847-37-7100TEL 0847-37-2165FAX

氏 名 連絡先 ー ー

〒
住 所

注文番号 品 名 数 量

ええJAん!おのみち３月号　今月のオススメ購買品　ご注文用紙

注文の際は、TELまたは注文用紙をご持参ください。

持ち帰り　・　配達

注）配達はJA尾道市管内に限ります。配達日時につきましては、注文先へご確認ください。

①土の友 15kg　735円（税込）

ヤシガラ入りバーク堆肥
自然のサイクルで堆肥化した良質なバーク堆肥に、天然資材のヤシガラを加えた
土壌改良材。
ヤシガラには排水性・保水性・通気性に加え、陽イオン交換容量が大きく保肥力
を増加する働きがあります。
柑橘園の有機物補給にも最適。

①

④世羅キング 20kg　362円（税込）

完全発酵牛糞
牛糞のみを高温で完全醗酵させた有機肥料で、施用後の醗酵障害等の心配がない。
土壌中の有用細菌等の増殖を促し肥沃な土壌を形成、保持させます。

④

木質系コンポスト
発酵・熟成後、篩目12mm（②豊穣）22mm（③果樹用）で選別し、
土づくり効果と肥料効果を期待できる木質系堆肥です。
食品由来の有機物とバークを融合させた総合的土づくり資材。

②豊穣 15kg　425円（税込）

③豊穣（果樹用） 15kg　374円（税込）

② ③
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配
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キ
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っ
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ま
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